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1経済振興

(1)概況

本市は、九州の中央に位IfL、団・県などの行政機関が集接する県庁所在地であるとともに、市内人目66万

人、広域都市圏人Ll約100万人を擁する消費市場を有しているOこのような背累のもと、iti'I人】総生産を産業別

に見てみると、卸・小売、運輸・通信、観光・医療・教育、といった各種サーービスを提供する第3次産業と政府

サ-ビスなどで約9割を占めており(平成12年度)、この点から、本市はサー-ビス産業中心の都市であるとい

うことができる。

・--・方、サービス産業の他にも、市内外に誘致されたIC産業、造船業、輸送機器産業等の大規模製造業や、テ

クノポリスにおけるハイテク産業、バイオ産業、フ一一ドパル熊本における食品産業などの集親がみられるととも

に、農業においても、商品性の高い作物を中心に全国でも高い生産性を誇る都市型農業が展開されている。

このように、本市経済は、一一一定の地域需要を満たしながら、他方で進1-1-1ill大企業の活力を付加し、地方の中核的

な都市として発展を遂げてきた。

しかしながら、今Flの経済社会を取り巻く環境は経済のグローバル化、IT(情報技術)の進展などによる「大

競争時代」の到来や産業偶造の転換など、厳しい激動の中にある。

このような中、本市は既存産業の強化を図るとともに、「熊本市企業立地促進条例」(平成11年4月施行)

に基づいて域外から企業の立地を促進し、ものづくり産業や齢市型産業の集種を図るとともに、今後成長が期待

される情報・通信、健康・福祉、環境、バイオテクノロジー、新製造技術などをはじめとする新産業の育成と創

業支援を頼極的に展開し、雇用機会の拡大と地場経済の浮揚に努めている。

また、経済の国際化に伴い巨大消費市場としての期待が持たれるアジア地域をはじめとする海外都市との経済

交流の推進や、官民一一一体となったFAZ構想の推進、熊本港のポートセールス活動を行うなど国際化への対応を

図っている。

このように、本`舶ま「魅力と活力あふれる産業・経済の振興」を目指して、地場産業の生産性や付加価値を高

め、産業の高度化を進めるとともに、これからの時代の要請に対応した産業の育成や成長力のある企業の立地を

図り、地域経済の活性化を図る諸施策を実施している。

(2)産業政策

ア　産業政策の調整と実施

国際経済交流の推進

貿易相談をはじめ海外情報の収集、提供等を行う貿易関係団体との連携を通して、経済の国際化を推進する。

(ア)海外経済交流事業

地場企業の国際的な展開を支援するため、フランス等との商談会の実施及び姉妹都市との経済交流事業

を推進する。

(イ)熊本港利用促進事業

熊本港利用促進のため、 C I Q関係機関への要望活動や船会社、イ嗣三企業の訪問、韓間・釜(1個との

コンテナ定期航路の利用促進等のボートセ一一ルスを展開する。
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イ　企業立地促進事業

本市産業を活性化し、ひいては雇用機会を拡大し、市民所得の向上を図るため、平成1 1年4朗色行の「熊本

市企業立地促進条例」に基づく優遇拙空を活用し、ものづくり産業や都市型産業等の企業の立地を碩極的に促進す

る。具体的な受け皿としては、フ一一ドパル熊本を中心とした企業の立地促進を図る。

フードパル熊本

フードパル熊本は、本市が計画し、市と協同組合フードパル熊本が事業主体者、旧環境事業団が開発主体と

なり開発した食晶工業酎也であり、地域経済の活性化とリー-ディング産業である食品産業の振興をEl的に建設

したものである.特色としては、 ①生活者との交流、 ②地域経済をリードする意欲的な企業づくり、 ③質の高

い就労環境、 ④地域戯業との連携、 ⑤環境との調和の5つのコンセプトを基本に開発し、特に生活者との交流

については、各企業においてill売施設、見学二I二場、体験施設等の交流施設を設置するとともに、組合の共同事

業として大型レストラン、こだわり_工房村(レンタルL二房) 、とれたて市(朝市)事業にも取り組んでいる。

また、本市も食品交流会館、公閲、駐車場などの公益的施設を整備し、産業と市民、来訪者の交流の場、地域

経済の牽引役としてその発展に大きな期待を寄せている。

位　　　置　　貞町、和泉町地区

規　　　模　　25. 7h a

企　業　用　地　　　13. 5h a

組合共同用地　　　　1. 5

公　共　施　設　　　　5. 0

公益的施設　　　　5. 7

熊本市食品交流会館

熊本市食品交流会舘は、食品産業の振興及び地域経済の活性化を促進するために建設したものであり、

フードパル熊本の中核施設として、また地域産業、市民及び来訪者の交流施設として機能することを目指

しているo

所　在　地

敷地面積

駐中叫ifiiffl

漣物面h'i

開設年月日

建　設　費

主な設備

管理運営

施設利用状況

頁町松の木58 1番地2

1 3,　1 6.　0m

1 0, 229. 48m

2, 280. 85n了

vp成9年1 1月1If]

999, 03　千円

多目的ホール、第1会議室、第2会議室、パーティールームA・ B、イベント広場等

(財)熊本国際コンベンション協会へ委託

＼＼＼ 年 度

舶 ㌃ ＼ ＼＼ ＼

13 「ー 1 5

糾 tj件致 (汁) 絹1川]I# 款 (人目 利朴 蝣蝣蝣(% ) W ii什 放 (汁 ) fIJI】i1J放 (人 ) 糾用ヰH % ) 利用件款 (汁) Ei川梢 放 (大) 白 りm 蝣蝣・-(% )

肌 】会 議 ,i{ 5 0 3 - 1、9 . 1 9 9 7 ▼L 3 5 0 2 2 2 , 1 26 7 2 .4 5 6 2 2 ,3 3 7 7 2 ー9

.的 2 会 議 '蝣・. 2 78 i
i

I, 4 豆.云
5 4 . 3 2 5 6 3 一g 8 2 -15 .9 :>:.(l 4 , 2 6 7 t>6 . J

′ト ..テ ィl..ル A ム 1 74 5 , 7 8-I 2 6 . 5 .,.,., 8 . 8 3 6 ∵S :i 2 96 9 , 10 5 34 .0

イ ベ ン ト広 叫 -1 3 20 , 9 60 日 ∴} 2 3 19 , 1 10 了.0 30 3 3 , 1 60 9 . 1

寸 I! 蝣i-ォ I; 一 !「 3 4 4 b , 8 28 50 ▼2 3 -19 9 9 - 7 8 -1 蝣18 .5 13 3 10 9 ,3 9 9 60 .0
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ウ　新規創業の支援

本市は、平成1 2年度に取りまとめた「熊本市新規産業支援成長プロゲラ山において、 8分野を~鋸丈分野とし

て絞り込んだ。その8つの分野を申し、に新規創業の促進を関るため、資金、人材、技術、経営の各側面から支援策

を講じていくとともに、新しい支援薬盤の整備を進めるo

工　酒類製造事業

熊木市の特産品であるみかんブランデーを製造。

熊本市河内みかんブランデー蒸留所

所　在　地　　　河内町船津873番地

設　　　V.　　　昭和52年1 1月

売　上　高　　　3, 902千円(平成15年度)

出荷本数　　　　2, 7　　本

(3)商工業の振興

ア　魅力ある商店街の形成

。11心商店街の振興については中心市街地活性化基本計画に基づき、交通アクセスの充実や統・- ・的な景観整備な

どを進め、交流拠点としての都市的魅力を高めるとともに、熊本TMO (まちづくり機関)などと連携し、賑わ

いのあるrb,j¥.、商店街を創出する。

また、地域商店街については、地域の特性を活かした個性ある取り組みや地域と・一体となって取り組む事業に

対して種極的な支援を実施している。

イ　流通機能の残化

九州の中央に位置するという地埋的特性を活かし、流通団地など既存の流通拠点施設の充実を図るとともに、

九州新幹線や高速道路網など広域交通ネットワークの整備を視野に入れながら広域流通拠点都市としての機能

強化を進めている。

ウ　工業の生産性向上

j二業の生産性紅1二や技術力向上のため、産・学・行政の連携による新技術の開発や製品の高付加価値化、技術

移転などを促進するとともに、その中核的支援機閲であるくまもとテクノ産業財団をはじめとする各支援機関の

活動を支援推進する。さらに大学等における研究シーズと企業ニ-ズのマッチング機会の提供や新製品・新技術

の研究開発支援などを通して、 1二業の振興を図る。

また、 !l二業団地の活性化を促進するため、共l司甘業等への取り組みを支援する。
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工　人材の確保・育成

職業安定機関や企業との連携のもと、求人活動への支援を図るとともに、勤労者資質の向上勤労者福祉の

充実など、中小企業における人材の確保に務める。

また、企業の資産である人材の育成を支援するため、経営者から新入社員までを対象にした各階層別・分野

別能力開発研修や講演会等を体系的に開催するとともに、中小企業大学校等の研修に企業が従業者を派遣する

場合、旅費・滞在費の2分の1相当観を補助する「t'J＼企業研修派遣助成制度」を設けている。

研修事業実餓

二 孟 蒜; .、、、、＼、.、、、.㌔ .、、.1 三 、、、
13 i 14 I 5

件 数 … 受撤 一瞥教 一 件 放 受 維行数 '蝣蝣 数 受占トト占数

* f ;蝣蝣;<叶叶 {セ ミナー- w Jr} 作 3 84 人 日i 件 38 9 人 J4 件 3 10 人

パソコン . ワ一.-プロ研修 15 196 2 1+: IS 200

雑 J詳 言サ &妄 念 5 ; 3 50 0 3 3 M 3 9 83

合 ,;t 34 1.0 80 3 7 97 0 3 5 .4 93

オ　共同化への支援

関係団体との緊密な連携のもと、共闘ヒの促進やコ二業団地・商店街ア-ケ一一ド建設などの高度化事業への

取り組みに対する支援を実施している。

力　熊本流通業務団地

流通機能の合理化と都市機能の維持増進を図り、都市環境の改善と消酢自若の安定に資するため、市南部

の近見・凹迎・御幸地区に熊本流通団地を建設したものである。

この熊本流通団地は、 「流通業務市街地の整備に関する法律」に基づき、流通業務施設と関連公益施設等

を計画的に整備したもので、 1 00社の卸・運輸・倉庫業者が入居している。

また、地域の情報化を推進するため設立された第3セクタ-の(願旨本流通情報センターも流通情報会館に

入居しており、高度情報化社会に対応して、ニューーメディアを駆使した新しいタイプの流通センターをめざ

している。

事業の名称　　熊本流通業務団地造成事業

事業主体　　熊　本　市

位　　　置　　近見・田迎・御幸地区

(昭和62年1月町界・町名を流通間地1 1~目・ 2TE=こ変更)

規　　　模　　52. 9h a

卸・運輸・倉庫施設　　　29. 9h a

公　益　的　施　設　　　　0. 5

公　共　施　設　　　22.
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キ　熊本市流通情報会館

熊本市流通情報会館は、 「地域経済の活性化」を推進し、中小企業の経営活動を親極的に支援するため、 (1)熊本地

域の産業情報化の核、 (2)中小企業の人材育成の場、 (3)商品流通情報の交流の場、 (4)熊本流通[射出の機能を総合的

に高めるための拠点施設及び公益施設、 (5)企業経営の情報サロンとしての5つの機能を有した総合施設である。

所　在　地

設置主体

敷地面積

延床面積

構　　　造

園　萱Mi,

l二　　　期

開　　　館

流通団地1丁目24番地

熊　本　市

5, 000m"

6, 943m

事務棟　鉄筋コンクリート造　地下1階、地上6階建

展示棟　鉄筋コンクリート造　地下1階、地上1階建

1, 871, 900千円

昭和63年3月～平成元年3Jj

、I-1〕^tni:4 'I 2 611

二l三要施設

(事務棟)　6階　情報提供コーナー(商)二課)

パソコン研修室、第4研修室、第5研修室、ラウンジ

5階　第1-3W修室

4階(抹)熊本流通情報センター1

3階　㈱熊本流通情報センター

2階　熊本流通団地協同組合

1階　会館事務室、常設展示コーナー、銀行のATMコ-ナ-

(展示棟) 1階　展示場(1, 088m、高さ5. 5-7. 2m、床荷重1t/m)

地下　駐車場

会館利用状況
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(4)雇用対策

ア　雇用の確保と安定

求職者の就業支援及び求人対策

・・.-II∴　　　∴　▲ ;　一一　日・ ・ 、 :蝣':..-,i{-'・・''　　∴i∴二　　　　　　・. ; ら.;∴;.

る就職相談会等を実施し、求職者の就業を支援する。

・閏の雇用関係助成金の普及・帝発を図り、高齢者や障雷者の雇用を促進する。

・熊本雇用対策協議会、熊本市産業開発求人対策協議会を支援し、産業界の必要とする労働力の確保と安定を

¥-<「i..

イ　職業能力の向上

教育訓練の充実

・熊本市職業訓練センターや熊本職業訓練短期大学校の内容を充実させ、市民の職業能力の向上を支援する。

・熊本市認定職業訓練校を支援することにより、若年労働者の技術養成、職業能力の向上を図る。

ウ　労働環境の向上

関係機関との連携強化及び福利厚生の向上支援

・閏や県など関係機関との円滑な連携を図りつつ、労働実態の把捉と良好な職場環境づくりを支援する。

・熊本市勤労者福祉センター(サンライフ熊本)の施設の充実や運営を通じ、中小企業勤労者の健康保持、体

力の増強及び教走、文化等、雇用の促進と福祉の向1二を図る。

・熊本市中小企業勤労者福祉サービスセンターの各種祝い金等の給仕事業及びレジャー・レクリJ:ション等

の福利厚生事業を支援することにより、従業員の定着を図るとともに、労働力の確保に寄与する。

工　協議会及び施設一覧

熊本市産業開発求人対策協議会

設　　}L　　昭和39年4月

目　　的　　市内中小企業者が用結し、若年技能労働力を確保するため求人活動を全県に展開し、もっ

て本市産業の発展を促進する。

組　　織　　建設業種7団体により組織

活動状況　県内各職業安定所を訪問し、参加企業の各職種PR活動並びに求人状況、就職者の近況等説明、

また各構成企業の初任給のアップ、従業即n余等、福利厚生施設の充実に努めるとともに就職後

は事業主の判断により「熊木市認定職業訓練校」及び「熊本職業訓練短期大学校」に入校、職業

訓練を実施し、技能のレベルアップを図る等、労働条件の向上、定着を組織的に推進している.

熊本雇用対策協議会

設　＼ノ.　昭和4 4年:り3

日　　的　職業安定機関と緊密な連絡を保ち、産業界の必要とする労働力の確保と安定をl受用、地域経済の

発展に寄与することを目的とする。
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組　　織

普通会員　この会の趣旨に賛同して加入申し込みのあった熊本公共職業安定所管伸二所在する事業所及び業種別

団体

特別会員　熊本市並びに熊本商~1~二会議所・熊本県中小企業用体中央会

活動状況　人材の確保・育成

勤労者の定着及び福祉の向上

職業安定機関との連絡の強化

熊本市雇用開発協議会

地域住民の雇用の安定と就労機会の拡充に努め、もって!口舌の安定と向上を図ることを目的として、胸先5年

に発足したが、平成1 3年3月をもってr地対財特法」の失効により、平成14年4月より協議会のH的を「就

労の機会が阻害され、日常生活に支障をきたしている市民の由itHの安定と就労機会の拡充に努めること」に改め、

行政関連事業の受託などの諸活動を行っている。

就労者数　　事務局職員2人、会員55人(平成1 6年4月現在)

主な事業　・自転車駐車場(辛島公園地F ・武蔵塚駅前・健聯)管埋業務・食肉センターと畜解体業務他

熊本市事業内高等職業訓練校

管理:1三体

所在地

故地ifaM

建設年月

建物両種

tft　　造

訓練生数

職業訓練法人　熊本市職業訓練協会

南熊本3TO8番16-拷

2, 362m

(第2校舎)　　　(本館第1期工事)　　　(本館第2期二1二事)

昭和40年5月　　　l離日45年4月　　　　　l榊口49年3月

464. 4Or五　　　　　720.　2m　　　　　　　290. 94m"

I:ミ　;蝣l'l 'l:'..1　、∴・-コ　　　　　.!・.!'　　　　ミIl!'.;k

、和文16年度　13人

熊本市職業訓練センター

事業所の従業且研修、技能レベルの向l二(普通訓練) 、及び各種の労務舶炎など、広範囲な技能訓練、情報交

換の場として雇用・能力開発機構(旧雇用促進事業団)によって設置された施設であるo

その中核として、高卒者及び高等職業訓練修了者を対象に、より高度な知識と技能を合わせもつ実践技能者を

養成する職業訓練短期大学校を、認定職業訓練校としては全回で初の試みとして昭和5 4年4月開校したo

また、時代の要請に応えるため、し,Tター-ン者や失業者の再就職のための職業訓練や()^機器化に対応したワー

プu、パソコン講座等幅広い職業訓練をJk施しているo

管理主体　　職業訓練法人　熊本市職業訓練センターー

所　在　地　　花園7r日19番目)号
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構　　　造　　本　館　鉄筋コンクリーつ-2階建

敷地面積

建物面積

~m業内容

-i訂冊) f¥tt造T- ->こ建

1 1, 3fう2. 26うnて

2, 660m (本館1, 093r止　実習棟1, 567rri)

(16年度)

・職業訓練短期大学校　　居住システム系建築科　　　3 9人

・職業訓練センター一一 通　　訓　　練　　　68コ一一ス　13, 704人

訓発a
7
ノ

蝣
0ヒ

ヒ
.I:

処
主

戟-
H
　
_
1
-

m
e哩

請

練
　
紙
　
座

6コ一一ス　　　7, BOO人

45コース　　6, 272人

1 5コ-ス　　3, 1 35人

熊本市技能向上訓練実習場(職業訓練センター内に建設)

設82主体　　熊本市

管理主体　　職業訓練法人　熊本市職業訓練センター

所　在　地　　花園7丁目19番20>*}

構　　　造　　鉄骨造平家建

建物延両税　　3 0 0rri

(財)熊本市勤労者福祉センター

勤労者並びに市民のみなさんの離"の促進と福祉の[fij.1二を図るため、職業講習、職業相談、職業情報の提供

等を行うとともに、心身の健康保持、体力の増強及び教養、文化等のための便宜を供与することを酎()とした

施設である。

名　　　称

設置主体

柑mmw%

所　在　地

1!'/地flS柚

建物延面積

施設概要

熊本市勤労者福祉センター

熊本市

(財)熊本市勤労者福祉センター

黒髪3丁目3番12

2, 436. 42m

1, 422. 37m

l階　体育室・ポーール・講習室　職業柚淡室・更衣室・シャワー室

2階　和室(2部屋) ・研修室・大会議室

利用状況　　　4, 941人(1)1成15年度)

熊本市中小企業勤労者福祉サービスセンター

個々の企業のみでは実施困難な従業員に対しての各種祝金等の給付事業、レジャー、物品購入資金等の貸

付事業及び、各種レクリ,I:一一ション等の福利事業を実施することにより、これらの従業員の福祉の増進を通

して、中小企業の従業員の定着を図るとともに労働力の確保に寄与することを目的としたセンターである。

蝣it VJl

管　理　運　営

共　済　掛　金

加　入　者　数

品1-1　、t

貸杓斡旋事業

、和裁1 1年4月i a (昭恥19年61!II:!発足の熊本市中ト企業勤労者福祉共済制度を移行)

(財)熊本市勤労者福祉センター・

1人Hm　300円(昭56.4. 1より)

2, 067事業所、被共済者数　21, 488人(平16.4.川ヱ在)

4, 936件　　37, 990千円

34件

-　2′16-



(5)中小企業経営の基盤強化

ア　中小企業の経営力の強化

中小企業が抱える経営上の諸問題についての相談・診断を行うとともに、経営情報の提供など、中小企業の自1三

的な経営努力を支援し、経営力の強化を図る。

イ　資金調達の円滑化

4vj、企業が健全な経営活動を営めるよう、金融情報の提供や円滑な資金調速を制度融資により支援する。

融資状況

⊥主l!」　　　　　1:i

制度者,

小　[ 】　cji it　　融　　u

無　担　保　無　保　証　人　撤　流

汗　　　・// 'II Cl :iT　融　n

特　別　短　期　資　金　融　g

起　業　化　支　援　班　金　融　巧

公案防ik施設資金融損

I")　哩　化　ll1 :I?　戯　ft

中　元・年　末　資　金　融　班　　　　113
1

軒L.i、T　一　'」 fit i一　特　例　舶　　　　　　11

経<?,lォ10　3;*りり載Itl金融tl:　　　10

地卜・卜f'fc4! i'丁ォl!fヒ設備Iib融LTl

L汁　　　　　　　　こ　　】.73S

V　　紬

千rL

5,511,906

77,000

,-160,200

19,000

105, 700

0

0

399,500

91,030

39,000

0

7,703,336

金　'Jm

n

1,767,290

Il.'. 600

864,500

6,500

77,200

8,000

0

1-17, 500

66,500

rass　関　　越

イ′ljt 千 l]l

1,143 4,207,800

22　　　　　55.300

I:I

i

0

:1 L1

2

432, 600

2,000

83,620

4,000

0

111,200

6,000

26,500 ;　　718 ;　4,650,900

3,300

6.006,590 1,978 i　9,556,720

(6)中小企業への各種助成

ア　中小企業振興助成

tl'jbに;>M'欄

事　業　助　成　金

利　[・補　助

融xiJiji・、せ..`し

助　　成　　対　　教

中小企業ffl休のうち市長の認めるものを組織

!したとき

商店街等環境隼備%言葉

性別化・Isォ蝣>・Lzs施設-tUc.ltl|恥Iit;

--股高>!?iLォ

fill*'とこ吋lt営弘治　亘三1LL C-'ffi'。こ":上(ft

訓t Itこ叶f ft lJiiの強1'い二心せなり'上Kい・;.i"i

l'L駈　「蝣蝣. fc.iWP鞄,、.t
_ 1

便　H　の　fit　5
rf,,ト企業間体のうち市&の認めるものを組織
したとき、設備、 &!」化施設等

、

　

_

　

」

vj^^ms　　　描　　　m

l組合につき10万円(組縄し、運営を開始した年

度に限る)

事業粋'州&¥llけ( l-vl上き、・|iォ秤.・):o'ト1二:

トに相当する徹以内

事業井がl億円を超えるとき、 2千万円に1億円を

超える額の10パーセントを加算した徹以内とし、
3T一万円をMl.空とする

事業費の10パ--1セントに相当する徹以内とし、 2

千万円を限度とする

事業数のtOパー-セントに棚当する恕以内とし、 I
千万円を限度とする

政府系金融機関から

(KElffl】

敵前のあっせん

の融資残額の100分の2以内

LHIlllj、あーL !ト.。.打倒わ.し。1-iti'i.心ォvrのSB.

寸K・ufトv'.-1ごりし　そし'Ml'i

-247-



イ　商店街共同施設助成

対象施設(街路灯、アーケード、共同粧市場等)総ー1二費(50万円以上)の30%とし、 ,500万門を限度とする。

助成状況

年 ′イF
.二丈

l l 12 13 「1 1 5

件 h1 6 2 ー -1

& m < f ¥ D 9 , 7 9 8 2 0 , 8 0 3 2 , 7 7 2 蝣m 1 7 , 7 2 3

ウ　商店街共同施設電気料補助

商店街が管埋する街路灯電気料の20%を運営資金として補助する。

助成状況

年 度

件 数

金 額 (千 円 )

l t 12

6 8

13 「ー 15

7 1 6 8 6 9 6 7

7 , 5 5 2 7 , 5 2 7 7 , 6 8 2 6 , 9 7 6 6 , 5 9 8

工　商Ti玩対生化特別支援事業

商店街等が実施する集客や販売促進等の事業を助成する。

的olttt況

年 Jk
i
i l l
l

2 】3 ll ー5

件 数 ∴ 榊 ナト ぐ・17 1H it-1
i

3 511- 1ST 川什 † 3 9件 (5 6川 体 ) 39 件 (56 川体 ) 3 6件 (6 け判体 )

3 2. 95 6金 額 ( T T J) 4 9 ,5 72 4 7 .8 20 3 7. 369 3 8 .27 7
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(7)中小企業金融対策

ア　中小企業金融制度一覧

Whに16.8.1現在)
制 度 Jf l

<'>」十十年 目 Ip

対 象 使 途 融 矧 H I空縮 融 XX 期 間 及 び I'll'辛f+ 舶 n'i 捌周 仇 祉料 率 連'iIj'ニ帆 lit/、 te わキノjl法 申込 先 j机 M 硝 坦慨 間
りfK i,?C条 件

融 n t京資 協 一.舶 ～招 三 融 資 枠 Kii托機 関

/j、Ll紆 余融 資

由 )、再J小 企 業 tt の 小 l".l資 令の m

刑 な 融 .tI をIヌーる こ とに よ り、企

-hl内 に i n :-以 」」tf (封 ノ、 か .一.〕

け i ;i'j'.'. 「十十十十:: :

j退転 資金 1,000 /7 ー1j以 内

30 '/蝣)] 年 2.0鵬

(うケ )蝣]以 内

有 相 似 I卜i.on* 以 一人】 400 ノjT -以 内

元 余 均 二$

ユrX抜 金融 機 !:英一

)】巴後 糾 行

熊 木 Tl ミl「卦lfi

T IM

:「日.2SO

倍

2:)

r i'j

l l, 0 8 1. 2 5 0
u,H li.川 佑 uEK iA

("{寸:うS.8. 7 ) 業 の 体 質 改 発 を関 り、 もって 木 ∵蝣̂ 'M m i†Y- X
蝣15 '/ ) l '>n . ¥0 %

i;(け ''¥:-'l . 20 %

無約 保 年 1.1OS 以 内

脱 出 斗補給 2分 の 1

i -r .jy l: 熊 本 商 」二会 は f'7r 熊 木 ,i川 1繍 i:i

市 中小 企 業 の 振 興 に奇 Ij.す る こ

と を 卜川勺とす る

. 従 業 員20 人以 .トで あ る 二 と ;.刺 -ti潰 余 L′100 M 1]超

‥ 2 -f ,以 一二

川 l郎 U i斉 ーH 'H 各 前 1.二会

金融 泰郎 川 路炎諜

熊 木 jJV -f言川 ;r '蝣:

熊 木 中 央 n il]叙 事

(出 捕 爺)

無 か蛸とlllf:肌 Ill三人

llll'-l小 叫叶 事.」 fi v >.i†y u.ft .i!叫 l

証 人 によ る門 桁 な 融班 をL.栄】る こ

と によ り 、企 業 の体 m 改 薫 を関

市内 に 1 ''一三以 ..上),'汁i:rL 、 か 一.〕

蝣I ・蝣]( 壬 1 年 I'' h i ∴ L: I

い る個 人 事 業 者 jli fe 資 金 ,0 00 ノj.門 以 内

;Hiケ J m .0 0 %

B O 'r J I 咋2.2m

IlliL '・-{). 7 55;

保 証料 補給 2分 の 1

ィ、要 元 金 均等 l机 汲M 親機 聞

,蛸 をM 行

熊 本 フ丁ミリ一班 fr 1:i,0 0 0 2 5 3 2 ;), 0 0 0 w ;川 j帆 沌ー1,1,会

巧 金融 fi

(I】!'r帆 5. 1)

り、 も って 本 ffj'l" ト企 業の 振 興

に寄 ,!,.す る こ とを ト川勺とす る

. 従 業 H 20 人以 下 (絹 業 . サ I.一

ビス 業 は 5 人 以 下) で あ る こと

市リ;蝣蝣(_民 税 の所 守射 )!]ォ ,!汚捕まが あ る

,.. し」 、ll

輔IU "i-. M lt!t j与トキ 熊 本 rfi .'l二会泌 fr

血 }ヾ∫絡 商 」.二会

金 融 経 ′P;m 炎諜

熊 本 L.訓 は川 lP=

十十㌫ 蝣蝣>; -I,㍉= 十 叶

熊 木 中 火 (∴川はー川 Jl=

ト,'IU Ii十十

経 常 安 定

市 内 Cjl/J、企 業 # の経 営 の合 理 化、

休 出 の改 発 に 心 せ 'i d :p L蝣II1川 †

市 内 に 1年 以 ¥:f.引主し、 か つ 間

一事 業 を 1年 以 上練 づ;<・して い る a 転 班 会 1 * 業 者
I.川 三以 内 蝣1-2.IC鵜

(i ・・iin .ー1、一 有 担 保 ・ 1.05% 以 内

40 0万 I'J以 内

L ^ t'jV l-

取 扱 金 融 機関

肥 後 hJさ行

熊 本 7アミ1)"銀 行

750 ,0 0 0 ,i 2▼250, 0 0 0
Lrfu 言外,煤 ,siE協 会

資 金融 ft な鰍 凸 を図 る こ とに よ り、 も つ ,:../ト企 繋 者 及び 組 合 設 "fi資 金 3.000 万 円 以 内
5 *l:-以 内 '・Y-l. 20 %

7 K 以 内 '・n .30 5;

‥ 1 f ,以 上 熊 木 商 」二会誠 所 熊 本 1.∴川 ]金牌

(F]獅 3.-1 . 1 ) て 本市 ー-M 、企 業 の振 興 に寄 与 す

る こ と を 目的 とす る

1 組 合

蝣1,000 万 H 以 内

無ffi -保 咋 1. 15% 以 r}l 40 0万 円超

・ ・ 蝣2 名 以 .i.二

川 硫i返済 w ミl外 商 二一二会

食 離 経 ′き?ff .ほ炎課

熊 本 第 .-信 用 金 純

熊 本 中 '.t! ∴川 j翻 tt,l=

起 業化 支 援

姓 体的 な 計 [.叫の も とに 新規 に*

業 を始 め る者 、 ;]i業 の 転換 又 は

多 外 化 を子J"う抑 こ対 して 、班 会

の 一.lj耶 な融 炎 をlk Iる こ とに よ り

起 業 支援 を行 い 、 もっ て 本 市 中

小 企 業 の 批 興 に寄 yyす る こ とを

目的 とす る

市 内 「rIl小 企 業 者 のM 期 資 金 の 門

YF守な 融 類 を阿 る こ とに よ り、 も

. 新 規 間 業 (.全体 寸-;文 相 の 30%

以 上の t二‥‥‥.l己預 金が 必 要 )

C0 Tf]'l* Jに 1 if-以 上J封 ‥:蝣]-:して いる 満

25歳 以 I:でリl-.l.内 の間 一.れ 掛 lTrに

2 年以 上物税 llX はリ評 、1に お い て

ー;=「..A業 稗 に 通 節∴.川 三以 ..主動 梯 し

従 来従 m して い た 業種 と rii「..Jの 運 転 資 金

新 規 間 丈丘)、

転 業 . 多 角 化 、

チヤレンシ.シ∃げ 7 年以 内 咋2. 10%

別 ナ 補 給 全 額

【補 給 期 間 2 4村iH 】

(平成 W 3 月3 1H

敵 巧 実 行 分 まで )

1 年 以 内 咋2ー3()駕

6 ケ 日以 内 ^ '2 .30㌔以 内

(lV;,flE付 の 均.{}

隼 'I. 10 *,以 内)

1 年 以 内

ご 蝣)in .一十一

1M

m i蛸 1 年 !.05 5,以 内 2 名 以 上

1 X 以 1二

l附 Jl 金 融 矧 村の

と ころ と-fr y -,

元 金均 等 取 扱 金融 機 一.対

I ! 麦旅 行

熊 木 フアミi-ft昔 il

aO O . 0 0 0

..I)0 0

2 1)0 .‖OO

こう

+:

:～

I,,')()(), 0 0 0

3 0 ,0 0 1〕

7>0, (川{)

I',1. 1∴用 什 ∴jt!蝣;(.;:

リーU ,f用 帆 ;一一=I協 会

熊 木 7.′ミl).鈍 行

熊 本 fl川 】金純

熊 木苅 lJ n il] M L

熊 木 中 M M 日金描

iTfi 二組 {川 1-)l 金帖

甘 ォ ,日∴;}]用 l合

!l叫 十 ilil∴川 川 合

巧 十 融 i-i

(蝣T -12 . -1ー1)

特 別 短 州

煎 餅 放資

寸妄業 を 営 も う とす る .普

=:診」.ii己以 外 の .≠㌢nL;市 内 に′,'M i三す る

満 25歳 以 ..上二の 瀦 (学 <k に ▼..〕い

て は 溝 20歳 以 .上で 7:校 の推 m

を受 け た 蝣m

. 転 業 . 多 角化

m 内 に 1 年以 上 ′き汁i三し、 か つ

II内 にお いて 、 同...∴m を 3

年以 上継 続 し て,.'/.ん で い る .芹

. 熊 木 T M 0 テルシシ.シ" 7

熊 本 T M O チtl/ンシ.シ" T 節 業 に

参 加 し熊 木 T M 〔)の 椎 j,鞘 を受 け

た 者

市 内 に 6 ケ月 以 上,宮lj≡し 、か つ

ト蝣・蝣I 蝣小 甘 を tj 十十一I'-1. ¥:U :寸して

i.捌 Ii頂 余

m 転 損 金

1.000 7 3円 以 内

新 税 間 某 ②

うoo 'jT in 両

2007う.門 以 内

500万 円 以 内

.'ly iif'i: 年 上 .:消 1t巾

脱 言上E料 補給 全 触

tt 'bt l?イi--s n 詩= ー

保 証承 M i分 ま で)

有 担 U ・ 1.05 以 内

十川 .i'i i.十

元 金 均等

熊 本 i臥 I二会 泌 所

ilil1」井 高 I"

十鵬 輔 †帆 .;'<,,ォ

1.机 Jl 金 柑l機 関

熊 本 繭 1.二会 議 所

熊 木 信 用 余 i-K

絹 本 第 - 蝣<,;川 】金 庫

熊 本 中央 ',;)!]-糾 車

肥 後 銀 行

熊木 信用 会 肺

川/蝣J-18 . 4 . 1 )

中 I,亡勺二束

m u 剥憤

(M 28. 6 ーl)

つて 本 l/r:ー蝣1/ト企 業 の振 興 に笥 H .

す る こ と を LIl的 とす る

if∫内 中 小企 濫 者 の 中 元 . 年 末時

M lに必 要 とな る矧 tJ憤 余 の ー蝣S]桝

な融 資 引 対ろ こと によ り、 もっ

て 本 市 【11小 企 業の 振 興 に 市 .′i t

る こ とを 日的 る

いる 中小 企 業 者

由 }→で 1 ''f-以 .= 叶 -蝣蝣{ 常 を結

して い る 1い′トfr M 者

話叫 liU 十

うll 転 資 令
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1/山 路 商 J二会

金m 麦′捌 蝕% 諜

1ft 扱 :i絹 史機 関

J{{旨木 m 信 M l fe l)K

熊木 フア.リ上月桁 .I

熊 本 l言川 * !蝣一,I

熊 本 前 ..一t ∴用 1川 ,:I
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I'lSi.一二糾 :河 】火 肘 rーく

す J ill, 川 ,lj,I
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(t一成川.8. 1現Ij三)

抑 "i f ,

(雅 )⊥ 年 月 I I)
I lil'J 対 .戟 蝣ii途 融 点 恨 fr隻 m 融 点 期 間 及 び 伸 幸:ll tv;;;'川 畔 ] 肌 iAlけ 川 ;i 連 描 胤 言1l…人 iu 済 方 法 中 込 クー己 l& li か融 矧 ォ・!
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(8)産業文化会館

熊本市産業文化会館は、 ①産業の振興、 ②市民文化の振興奨励と創造的活動の助一長推進、 ③地元rf.y」＼企業の

共同化の推進の三つの機能を有する産業文化の拠点施設O

所在地　　花畑町7番10号

設置主体　　熊　本　市

構　　造　　鉄骨鉄筋コンクリート造地上8階地IFl階

数地面栖　　2. 214itf

建物面碩　　延床面頼1 1, 849n了(うち駐車場429m)

建設費　　総事業費　2, 650, 000千円

付属施設　　立体駐車場　3 1台

開　　館　　昭和56年3月15日

Ilift地uK

7F　　　大ホ-ル(紺定席700名)

6F　　　会議室(研修室)　　7室

5 F　　　総合展示場、熊本市消費者センタ-

4 F　　熊本市金融経営相談課、 E]本貿易振興機構(ジェトロ)熊木貿易情報センター、 (礼)熊本県貿易協会、熊

本市商店街連合会、くまもとフアズ(秩)、 (礼)熊本県バス協会、 (社)熊本産業貿易振興協会、経済

懇話室

3 F　　小ホール、熊本県物産館、 (礼)熊本県物産振興協会、会館管理室

2 F　(社)熊本県観光連盟、 (財)熊本国際コンベンション協会、店舗(産業文化会館出店者協同組合)

1 F　　熊本市観光情報センタ-、店舗(産業文化会館出店者協同組合)
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(9)経済統計

ア　産業別市内総生産 ＼mk l'f'jll】、い01

-254-



イ　搾ま　入蝣n;.a・判事削.F芸X&ひ従V.*訊.-・*)帖Jv二k'J)羊;f:・　　　　　　　　　　　　　　トよ　　　　　　∴

産　業　大　分　類.相票6左芸紺.柑蒜」3^者数棚　品柵間㌶1孟芸者数
全　　　　　　産　　　　　　業　　31,346　269,005　　33,886　309,748　　33.323　33l,446　　30,626

7Bi　　林　　水　　産　　兼　　　　　28　　　　809　　　　38　　　　792　　　　38　　　　698

非　農　林　水　産　発　　31,318　26S.196　　33,848　308,956　　33,285　330,748　　30.599

鉱　　　　　　　　　　　　　業　　　　　1　　　　45

建　　　　　設　　　　　　業　　　2,265　　22.254　　　2,804

製　　　　　　造　　　　　　業　　1,393　　2-1,-180　　1,396

.11・*＼　蝣>i s　責Mittf　ト迫瀧

運　　輸　・　通　　イ"J　　業

卸売・小売業・飲食店

金　槻　　　　保　険　共

不　　　動　　　産　　I紫

サ　　ー　　ビ　　ス　　菜

二t ft

榊　成　比

非　　戯　林　　水　　産　　業

鉱　　　　　　　　　　　　　業

漣　　　　　" !上　　　　　　us

製　　　　　造　　　　　業

m気・ガス・熱供給.水道灘

運　輸　・　通　信　業

w　　　ト　・¥L　態.飲　w v.:

:I?　朋　　　　i 'i　　♭′　　1";

下　　　　ft　　　　叶　　　　態

サ　ー_　ビ　ス　避
対　前　El増　加　数

H.　　　　　　恐

戯　　林　　水　　産　　澄

非　　戯　　林　　水　　m　　業

鉱　　　　　　　　　　　　業

il!　　　　。 !よ　　　　　　¥.

製　　　　　造　　　　　業

電気・ガス・熱供給・水道業

運　輸　　　　通　信　業

卸売・小売業・飲食店

金　融　・　保　険　菜

不　　　ft　　　　吋:　　　繁

隅　　S^Ki

公　　　　　　　　　　　　務

対　Fju l'?] IM　加　キ二

R m

l詣　　　什　　・f(　il*-:

非　　脇　　林　　水　　産

鉱

サ　　　　　　　上

製　　　　　　追

1　　1,393

860　　19,TIa　　　　962

】6,014　　92,775　16,368

656　　13,853　　　　732

1,244　　　3,77　　1,540

8,741　　72,437　　　9,903

125　　17,47　　　　120

O

 

C

D

 

C

O

　

　

へ

U

 

O

　

ハ

X

!

　

C

0

　

　

-

　

　

O

 

O

n

U

　

　

.

I

-

　

O

 

L

-

-

　

-

*

r

 

n

ー

>

　

c

-

j

　

　

-

蝣

　

o

o

　

・

ォ

*

　

c

o

r

r

N

 

Z

i

i

F

C

3

　

C

D

 

C

T

>

　

C

O

　

一

_

a

 

O

"

)

　

C

D

 

1

.

0

 

I

O

 

C

D

,
l
　
　
　
,

1

 

n

U

 

n

3

O

 

C

T

J

 

O

 

f

1

-

　

(

.

-

　

　

1

0

　

　

-

・

　

C

O

S
>
"

O
O
C
O
-
C
T
>
L
O
ワ
レ
C
U
3

W
t
m
u
:

-
i
O
C
O
.
n
U
一
ソ
一
O
O
N
t
I
9

i
i
I
-

t
&

,104　△　4,593　　　2,540

△　Z　　△ 181　　　　10

':・l　　　　　　二

27,625　　　2,896

2了,900　　1,383

,464　　　　IS

18,817　　　　971

10-4,659　15,390

15,230　　　　802

4,671　1,471

91,830　10,199

16,736　　　　M8

n

U

 

n

D

 

L

O

 

L

O

 

ど

 

C

O

 

C

-

J

 

t

O

n
U
　
　
　
,

1

-

　

O

 

C

D

 

O

I

 

O

　

ハ

」

>

　

1

J

O

 

1

.

ヽ

U

 

1

 

1

r

J

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

J

r

e

 

i

　

-

-
・
1
　
　
　
　
　
-

7
.
-0

.
A

-
・
　
-

ハ

Z

S

 

O

 

V

-

　

ハ

ソ

レ

　

　

ー

　

o

i

　

-

r

r

　

"

r

r

.

"

T

T

 

C

O

n
H
U
　
　
.

I

-

　

　

n

U

　

8

　

4

　

n

U

　

2

　

C

U

　

2

　

一

=

r

 

o

-
・
t
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
.
.

r
J孤△

1.106　△　・I,412　　　2,530　　40,760　　A　563

△　7　　△ 144　　　　△ 1　　△　21　　　　1

195　△　3,4　　　　　539　　　5,371　　　　92

△　89　△　2,068　　　　　　　　　3,420　　　△ 13

△ ll　　　△ 176　　　　　　4

52　△　2,503　　　102

34　△　2,730　　　　354

99　　△ 154　　　　　76

213　　　　　880　　　　　296

,
-
　
　
0
0
　
　
T
f
 
l
~
-
　
C
O

:
~
　
　
o
>
　
o
o
 
i
l
-
　
9

C

O

 

O

O

 

C

C

 

C

O

△
〓
-
 
'

(i '.'　　　　　　6

29,973　　　2,6】5

27,576　　1,163

1,368

19,880　　　　929

ilo,959　　13,657

17,642　　　　71S

4,4i)1　1,404

102,477　　　9,962

16,360　　　123

n

p

　

<

z

>

　

m

 

o

o

　

一

4

1

　

3

　

3

　

だ

U

　

4

　

6

C
D

-

.

　

O

 

O

 

O

ヽ

U

 

0

 

C

O

 

u

O

 

I

O

　

-

-

H

l

I

u

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

凹

1

u

d

>

　

C

D

　

<

L

O

 

C

O

　

・

1

　

n

z

>

　

o

o

　

蝣

*

*

・

　

ご

c

 

t

-

-

n
U
　
　
.

-

-

　

a

 

o

o

 

c

0

-
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
r

311,671

r2b

310,945

l i.I

24,700

!3,057

1.615

16.S63

104,793

2,332

よ4,327

105,924

17,315

n

z

>

　

0

　

m

　

0

0

　

-

4

.

　

3

　

3

　

ご

U

　

4

-

　

6

C
3

-

-

　

　

C

3

　

0

"

>

　

O

O

 

O

 

t

O

　

　

へ

T

>

　

c

O

　

　

-

蝣

E

i

)

i

 

n

l

U

n

21,698　△　2,681 A 19,775

△　9Jl　　　△　　　　　　　　28

21,792　△　2,670　△ 19,803

38　　　　△ 1　　　△　43

2,348　　△　265　　△　5,273

△　324　　△　220　　△　4,519

l　　　△　96　　　　　　　　　　　　247

1,063　　　△　42　　△　3,017

978　　　6,300　△ ,733　　△　6,166

70　　　2,412　　　△　84　　△　5,310

△　69　　△　220　　　△　67　　　△ 124

598　　　5,628　　1,162　19,393　　　　296　10,647　　△　237　　　3,447

22　　　　310　　　△　5　　△　735　　　　28　　△　376　　　△　25　　　　955

其　　　　3　7

禁　　△　6　7

業　　　　3　7

態　.1蝣. SO.0

菜　　　　9　4

其　　　△　6　0

電気・ガス・熱供給・水道業

運　輸　　　　通　信　業

脚光・小売業.飲食店
金　融　　　　保　険　某

不　　　動　　　産　　　業

サ　　ー　　ビ　　ス　　米

△ I.7

△ 18.3

△ I.6

△　76.2

△ 13.<l

△　7.8

△　45.8　　△ ll.2

6.4　　△ ll.3

0,2　　△　21.9

17.8　　　△ I.1

20.7　　　　30.4

7.3　　　　8.4

8.1　　　15.i

35.7　　　A　2.1

8.1　　　15.2

△ 14.3　　△　46.7

23.8　　　　24.I

O.2　　　14.0

30.8　　　　5.1

1.9　　　△　4.6

2.2　　　12.8

11.6　　　　9.9

23.8　　　　23.8

13.3　　　　26.8

△ 1.7　　　　7.0　　△　8.0　　　△　6.0

0.0　　△ ll.9　　△　28.9　　　　　4.0

△ 1.7　　　　7.1　　△　8.0　　　△　6.0

16.7　　158.3　　△ 14.3　　△　69.4

3.3　　　　　　　　　△　9.2　　△ 17.6

△　0.9　　△ I.2　　△ 15.9　　△ 16.-1

5.9　　△　6.6　　　22.2　　　18,1

0.9　　　　5.6　　△　4.3　　△ 15.2

△　6.0　　　　.0　　△　日.3　　　△　5.6

.6　　　15.8　　△ 10.5　　△　30.1

△　4.5　　△　4.7　　△　4,6　　　△　2.8

3.0　　　11.6　　△　2.3　　　　　3.4

公　　　　　　　　　　　務　　　21.-1　　1.8　　△ 4・0　　△ 4.2　　　23.3 △　2.2　　△ 16.9　　　　　5.S

--255-



ウ　商　　　業

業種別商店数・従業員数・年mi坂売徽
(・成主用三商X・統計調査結果)

叶　　　　蝣<i　ォi

商店数　　　　　　　　　従業者数

川二・　・∴i'.:　　　　　. i:I-i

・.'ll ∴. I !・　　　　サ.''i・'-...

(描)  (店　(%)　店)  (店　(%)
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511 ii!守fすII HI;.'c t
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521一般機械器具卸売業

;tLご　ELl S<)! '-I'一　占1「''上　箕

;i'1,号　vli '<<.純絹1号lL-; E:tJII-A: ℃
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539 (i似こ分Tyiされない田けcJS

小　売　業　計

5S ft HilSi品・い.、'C態
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58 1:1軌<|i・州転車小,;正文

59
家s.じゅう語芳・家
庭用機械器具小売業

60　その他の小売業
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3.1
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31　　　27　　1.1
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1,295　　,119　　　「l

・1,251　4,159　15.!

3,811 , 3,34　12.7

2,-120　　9.2

983　　　713 ;　2.7

668　　　474　　1.8

311　　　428　　1.6

2,512　　2,065　　7.8

2,658　　2,019　　7.7

2,204　　2,028　　7.7

1,030　I,158　　　「t

951　　7　　　　3.0

2,805. 2,751 . 10.5

x　　2,708i 10.3

年間商品販売額

平成日年
、V-k文9年尖数

(万円)

314,976,213

232,935,333

X

978,016

6,756,399

50,090, 682

3d,126,540

18,991,048

7,063,743

8.022,553

.86,616

15,320,952

22,811,805

19,301,158

6,129,098

4,297,560

24,312,859

ll,781,403

7,381　6,788　100　42,379 : 48,047　100　　82,040,880

28　　　　21　　0.3

I,213　1,155i 17.0

2,635: 2,261　33.3

蝣199　　　542　　8.0
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2,373　　2,239　　33.0

2,971　3,319　　.9

4　　　　5,118: 10.7

16,123　18,656! 38.8

3,129　　3,286　　6.8

2,915　　3,208

12,361 14,460: 30.1

15,301,942

8,・156, 870

21,939,856
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6,749,158

19,197,977

I- *J,　　間mi
(万円　　　(%)

255,022,235

174,246,275　　100

452,965　　　0.3

120,33-1　　0. 1

3,191,851　1.8

10,325,968　　23. 1
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5,63・1,929　　　3.2

5,752,321　　3.3

891,720
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7,587,289　　　4.-I
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5,639,367 :　3.2

2,389,856　　1.1

24,098,535　13.1

12,050,051　　6.9

80,775,960 :  100

12,337,562: 15.3

7,201,821　　8.9

21,977,419i　27.2

9,331,153　11.6

7,921,867　　.8

22,006,138: 27.2
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エ　工　　　業

産業別事業所数・従業者数・製造品出荷額等[従業者4人以上の事業所]

(平成ト的=・二1二業統計調査結果)
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2　農　林　水　産　業

(1)概　　　況

本市の農林水産業は、なす・メロン・スイカなどの野菜、米をはじめ、みかん・梨などの果樹、花き、畜産な

どの豊富なプ.封酎乍口を有した多種多様な戯業と有明海i侶勘こおけるノリ、魚介規等のm産物に加え.地下水を利

用した錦鯉養殖等の水産業からなっているo

いずれも都市近郊という優位性を活かし、農業については、市街化区域内、北部水IB　畑作、北西部l-t'l用月、

南・西部水田、南・東部水間、東部畑作地帯において、地域性豊かな特色ある)良薬経営が行われ、農業産出額は、

全国第5位の地位を誇っている。

しかしながら、本市の農業においても、都-舶ヒによる混イ封ヒや担い手の高齢化、後継者の減少等による労働力

不足に加え、園内、園外産地との競争など大きな転換期を迎えている。また、水産業についても、漁場環境の変

化や漁業者の減少、高齢化、価格の低迷などの問題を抱えているのが現状である。

このような中で、西暦20 1 0年を目標とした「第5次熊本市総合計画」に基づき、長期的な展望に立った経

営の自立安定と国際化社会に対応できる生産性・収益性の高い農・漁業の実現に向け、農業の振興においては、

経営の安定化、生産基盤の充実、新しい時代に対応した農業の振興、また、水産業においては経常の安定化、生

産基盤の充実という基本方針のもと市民と共存する魅力ある農業と水産業の構築を図っている。

ア　農家戸数と農業就業人口

＼
I. 戸 数 jg 菜就 業 人 [ ] 十'm r * 戸 数

漉

第 1 種瀬 某 出 家

業 戯 家 戸

;第 2 椿 姫 業 戯 家

数

l 首 ...

l l 6 , 10 3 12 . 19 1 1, 8 0 ) I ,''日 9 2 . 17 6 3 , 62 5

12 ⊥ 6 , 2 8 9 l l, 1 1, 7 6 6 1 ,3 7 -1 2 , 17 0 3 ,5 4 4

13 6 , 1 7 6 l l, 5 2 2 1. 7 2 8 lー2 9 9 2 , 16 3 3 ,4 6 2

Ill 6 , 0 6 :云 I I, 18 6 】 1 , 6 8 9 1ー2 2、壬 2 , 15 7 3 .3 8 1

15 5 , 9こ19 10 , 8 5 0 1 , 6 5 1 i -日 9 ・:. is o 3 ,2 9 9

(注)農林業センサス結果に避づく推計

イ　農地面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(馴立　ha)

＼ ＼ ＼、 区分 E 総 経 営 榔 臓 凸

年度 ＼＼ 1
永 IB

畑

普 通 畑 樹 閑 地 計

7,426 4.679 .0 11 1ナ丁36 2,747

12 7,337 .63 1 983 1,723 2,706

13 7,24 8 4.584 955 1,709 2,664

14 7,159 4,536 ..…927 1,696 2,623

15 7,0 70 1,489 899 1ナtiS'J 2,581

(注)農林業センサス結果に基づく推計

ウ　林野面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　ha)

・!」で コ
1 総 而 梢

m fi 柿

7

Lt イ 柿

用 材 林 薪 炭林 竹 林 藤 疎 林
盟Jii林地

l l 3ー840 1.27 l 2- うt" 30 1,556 ・) 2 45

12

13

3.898 i.:r:0 2▼578 :… i,556
.

2 蝣6

3,878 1.3 1 2, 3 う:川 l▼556 It2 2 50

14 3.87 lt3 13 2, " 530 1,556 12 2 50

15 3,875 1,3 13 2,56 1 530 1.55B .12こl 9 50
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エ　民有林の梯種別面積と蓄積

オ　農業再出額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-ミ''・*;j l ';・・・一一

花

前面1 -km面-
E

h.v i'i 'jT]

56　　　　　1,573

56　　　　　1,371

I,s33

&　　　　エ`iI

作i-h舶仙: `L '・. I
額

作付面的

era hi :!!'.

川

了・ 678
T t、t

8,298

7, 100

-

.

M

 

I

L

　

1

.
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I

J

,

L

L

_

_

,

物
　
一
h
 
a

作
　
的
一
　
　
　
　
　
　
l

′
l勾

秋　:巨　甘; AYi M ff　ォ
ふ　　.ごて.こ.こ.こ.r　　」　ー　__　　ツナ

・47日9§6
2, -182

126　　　　2,710

.*蝣　　　　豚

:、  ,"" '.ォ　　　　　　蝣;

653　　　　534　　　　5,390

1, 59-1 I一o

1, 143　　　　377

1,101　　　29

-

　

1

-

-

」

.

.

î
ai

〟

:

o

 

t

/

..い

3-3

1,230　　　　425　　　　蝣4.21!

:　　　馬

丁綱高~首T壷壷姦~
S'j咽

・270

-　-　、　-　　　-　　　　　　　　　　　　　　　▼、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

鎚^^am

375　　　　　199

199　　　　　191

149　　　　189

389　　　　　257

355
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力　漁業経営体数及び漁船数

LI'Uk
l^1帖七.汁上ill

キ　漁業生産額

午

(市戯林水産振興総室調べ)

ク　農業協同組合　　　　　　　　　　　　　　　　　仲成1時川現在)

名 称 l】 組 r a 数 t 設立年月日
I

熊 本 市 s 業 協 同 組 舎 16,707A 平 4. 4. 1

熊本市中央輸出虚業協同組合 1 15人 昭 56. S.3 1

ケ　漁業協同組合　　　　　　　　　　　　　　　　(平似昨川現ft)

- 260-



(2)主要事業

ア　農林関係

農業振興地域整備促進事業

「&業振興地域の整備に関する法律」に湛づき、食料の安定供給や農業の担い手の確保等を図るため熊本

農業振興地域整備紬1を策定し、今後とも長期にわたって本市庖業の振興を図るべき地域を明らかにし、農

業振興に関する施策を計画的に推進する。

農業振興地域面積　14, 894h a

農をテーマとしたまちづくり推進事業

地域資源を活用して、股者等のまちづくりとして地産地消の主体的な活動を支援することにより、その胞点づくりを

目指す。

基礎調査を踏まえ、市としてのゾーニング案及び当該地域での支援策等を検討し、本年度内に慨とぴあ推進計画」を

策定する。

地域づくり拠ノ?JMゾ-ン-&とぴあ(消空を許と/j三井-Aが共4-.するゾーン)

(D　新鮮で安全な戯産物が桝入できる

②　地元の食材等で「食」を味わえる

③　農業を体験できる

④　独自の伝統文化等にふれあえる

(9　煩の景観に親しめる

中山間地域等直接支払交付金交付事業

別作放東地の増加等により、戯業の多面的機能(水源かん養機能、洪水防止機能等)の低下が懸念されてい

る中山間地域において、戯業生産の維持を通じて多面的機能を確保するために、平成1 2年度から平成1 6年

度まで5年間、毎年度直接支払いを実施する。

対象地域　旧芳野村地域(農林統計上の中間農業地域)

対象農用地

①　対象地域内に存する頗振農用地区域内戯地

② 1 ha以上のまとまりのある月別那也(-一団の戯用地)

③　急傾斜の農用地(ffll/20以上、樹閑地等畑1 5度以上)

対象商機　間　14ha、畑　347h a

対象者　集落協定(又は個別協定)に基づき、 5年間以上継続して耕作や酎酎也等の管埋を行う者

農業経営基盤強化促進対策事業

経常感覚に優れた効率的かつ安定的な農業経営の育成とこれらの虚業経営が地域の虚業生産の相当部分を

担うような農業構造の確立に努めるため、農業経常基盤強化促進法に基づく認定農業者の裾り起こしの促進

と認定農業者等の支援・育成を[司る。
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ー¥maHim

・基本構想実践活動事業(アクションプnyラムを計l舶畑こ展開)

・経営改善支援活動事業(情報ネットワ一一クの捕築.認定農業者の経営相談・指導の尖施)

農業法人育成支援事業

農業経営の法人化は、地域農業を担う企業的感覚を持った農業者を育成する有効な手段であるO

このため、法人化に向けた研修会等を実施することで本市農業者の法人化を促進する。

経営構造対策事業

地域ぐるみで地域の農業職責を変革していくため、農業にかかわる幅広い関係者の地域合意を形成し,加えてこ

れを実現するための生産・流通・加I二・情報・都市農村交流等の施設を総合的に整備することにより、担い手とな

る経営体の確保・育成を図る。

(飽田地区)

1　日標達成に向けた主な取組み

・　認定農業者の育成

・　担い手への農地の利用集積

生産組織の育成

2　主な施設整備

・　ナス生産用ビ二一一ルハウスの整備

・受委託用戯作業機械の導入

(河内地区)

1　日標達成に向けた主な取組み

・　認定農業者の育成

・　担い手への戯地の利用集積

・　遊休農地の解消

・　家族経営協定の推進

・新規就戯者の確保

2　主な施設整備

用排水施設(送水管・貯水槽)の整備

・病害虫防除施設(スブリンクラ-)の鰹備

農業生産総合対策事業

農産物の高品質化や低コスト化など生産体制の強化を図り、収益性の高い経営形態を確立し、農業経営

の安定を図るための推進事業及び条件整備事業に取り組む。

・目地利用型ブランドニッポン農産物供給体制確M.'蝣　業

・果樹ブランドニッポン&m物供給体抽碓itm業

・・'.!i　こ.:日　.I.' .・'・一　i.'4 ! ,;.　,.二
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輸入急増農産物対策事業

輸入農産物急増に伴う戯業経営の悪化に対応するため、輸入農産物の影曹調査、対策の検討、地産順肖

事業の推進を実施するとともに、低コスト化を図り輸入野菜に対抗できる産地を育成する。

生産向上対策事業

組織的に農業機械等を導入することにより、農作業の省力化及び耗営安定に寄与する。

水稲省力栽培管埋作業機械導入

土壌病虫検査室　分析・診断事業

農業生産指導の一環として、土壌・堆肥・作物体の各種肥料成分等の分析・病害虫診断を実施して、 jl護業

生産の向上に寄与する。

①土壌養分分析

③作物体・堆肥等分析

(9その他

分析実績

②農業用水・産液分析

④病害虫診断

環境にやさしい農業推進事業

自然環境に与える負荷を軽減し持続的な虚業を確立するため、環境にやさしい農業を推進し、新鮮かつ安全

な農産物の生産振興を図る。

1　適正施肥管理対策の推進

・施肥基準遵守の徹底と施肥体系の適正化

2　畜産環境対策の推進

・家畜排せつ物の適正処理及び有効利用の推進

・家畜排せつ物処理施設整備

3　減戯薬の推進

・農薬の適正使用と減農薬技術の導入

4　農業関連廃棄物の適正処埋とリサイクル推進

5　農業労働環境の改善

6　省エネルギー化の推進

・効率的なエネルギー利用
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水田農業構造改革対策事業

平成1 4年1 2月「米政策改革大綱」が決定され、この大綱に基づき・ft文1 6年度から新たに本事業が実

施されることとなった。地域の特色ある水田農業の酬月を図りながら、米の生産調整の的確な実施を確保す

るため、地域自らの発想・戦腑こより、水間農業の将来方向を明らかにした水Fi機業ビジョンを作成し、実

現に向けた取り組みを推進する。 (平成16-1 8年度)

また・需用に応じた作物生産と良好な勅rJ環境の保全を図りながら、水間農業の柄造改革を推進する。

※上記は平成1 5年度まで実施された水u機業経営確立対策-斬業の実梯

農漁業後継者の育成

戯漁業後継者育成対策として、各後継者クラブに対する組織育成やリーダー養成をはじめ、経営管埋能力

向上のための研修会等を実施する。

また機械、施設等の設置に対する融資制度を実施する。

みかん実験農場

所　在　地　　松尾町上松尾字筒井1093番地2

両　　　械　　総面積　3. 5ha (開場2ha:原野他1. 5ha)

植栽本数　　早生温州　354本　　雑　耕　282本

普通温州　211本　　　落葉果樹150本

施　　　　設　　管理棟　1棟　97. 05m

(事務室14. 9n圭　実験室29. 15n圭　研修室53. Orri)

ガラスハウス　1棟　44. 71m

事業概要　　優良品種選定のための温州みかん、中晩相、落葉果樹の試作展示

普及奨励品種の栽培実証展示圃の設置

研修、講習、実習、講演会等の実施

柁'!-: /、こ川帖l >A';W:

学虫、幼児を対象とした体験学習の受入れ

'夫験室及びガラスハウス
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くまもと春の植木市

川百数十年の歴史をもつ本冊[I例の「くまもと春の植木市」は、熊本に春の訪れを」.1:pIげる風物詩として、

また緑の祭典として市民に親しまれている。

平成15年度実施状況

開催期間2月1日(日)～3月1O日(水)39a問

場所熊本市白川橋際(本山町白川河川敷)

面種約45,000m(会場)

うち駐車場24,000rri

展>K小間数約620/描(1小間当たり10m)

うちビニールハウス200小間

出展品口庭園樹(大物、小物)・盆栽・鋸と.庭石・造閲・鉢類・石灯ろう・観賞魚等(約100万点)

出展業者177業者

市民農園

市民戯園は、遊休農地を有効利用して自家用野菜や花をつくるなど、市民が虚業との関わりを持てる場を提

供し、農業に対する理解を深めてもらうとともに、利用者のレクリエーションの場や高齢者の生きがいづくり

の場として、昭和58年度より開設している。

利用料金1区画(15m) 5, 000円 (平成16年4月現/1三)

イ　畜産関係

・畜産総合対策事業

高品質生産能力を有する家畜の生産を奨励するとともに、家畜伝染病等発生を未然に防止しすることで、畜産

物生産基盤の確立と畜産農家の経営安定を図る。

高品質家畜生産奨励事業

家畜防疫確立対策事業

・畜産振興総合対策事業

畜産物の高品質化や生産コストの低減など生産体制の強化を図り、収益性の高い経営体を育成する

とともに安全安心のもてる畜産物の′主産を推進するための条件整備事業に取り組む。

F摘含飼料増産総合対策事業
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ウ　水産関係

生産基盤の整備(漁港・漁場の整備)

安全で使い易い漁港施設の整備拡充や豊かな漁場づくりを目指して、水産基盤整備事業の長期計illこ沿っ

て漁港の基本機能施設の'1鮒音J:と漁場の整備・保全を行うO　また、漁場の継続的な環境調恋により、漁場の維

持保全に努める。

( 1 )地域水産物供給基盤整備(匹】番漁港・海路=漁港の改修等)

(2)漁港汝藻土砂の仮置場整備

(3)アサリ漁場整備(県営事業費の　一郎負担)

漁港施設(平成14年度現在)

計

水産業経営安定社化

(1)水産物の生産振興

水産資源の維持増殖のため、クルマエビ・ガザミなどの種苗放流やアサリ資源保護施設の設置補助、

及びノリ養殖技術の指導普及により漁業生産の向上と経営の安定に努める。

(2)経営の確立と担い手の育成

漁家経常の近代化と安定化を図るため、市振興資金のt等し付けにより、優良種sHの導入、漁船の建造、

養殖設備の近代化等を促進しているO　また、次附℃経営者(後継者等)に、漁業技術の研修や漁家経営

安定のための情報提供を実施し、意欲と能力のある担い手の育成を図る。
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エ　耕地関係

一般土地改良事業

都市化の進展に伴う農家の減少と農業者の高齢化による農業用排水路の維持管哩の低下に加え、都市排水

の増大等により農業用排水路の機能が低下しているため,支線川排水路の整備を械廠的に推進し、農業生産

基盤の確立を図るとともに、農業農村地域において快適で安全な'ki舌環境を確保するため,豊かな緑などの

自然環境と生態系保全にも配慮し、集落内及び周辺の用排水路や庖道の整備を行い、ゆとりと潤いのある住

環境づくりを図る。

さらに、農地及び農業用施設の災害を未然に防止する湛水防除事業の進捗に伴い、その効果を一層高める

ため幹線用排水路を整備し、排水機場及び関係河川への!二l摘Yなる流ド促進を図る。

かんがい排水事業(県営)

、、、1、＼＼ 、、 地 区名

l4 -分 、t.、、.＼、＼＼

I
E 伸i 阿 北 部 地 r菜

I

総 4 妄 業 幾
=さ↓- ….…

5 4柑 万円

事 業 税 排 水路 L = 2 .0 10i】

十is t ; ・一三 唯 ・成 8 - 17年

受 益 醇テ 械 】 l7 3 ha

経営体育成基盤整備事業(旧圃場整備)

＼、、L、、..＼ 地区名

I蝣

ー 畑 地 地区 外側 区

I

2,096打万円TC 小 甘 壮

I f 某 地 区画穀王那 = 111ha

事 業 年 度 } 平成 1卜 18年

受 益 面 梢 】 M Oha
】

経営体育成基盤整備事業(旧土地総)

:I .蝣'I

区分　＼ー＼＼
天明南部地区　外3地区

▼▼、、-'-一、--総事業資3,586百万円
言"~~妄言「排#7k豊IS

,853mi戯道L=36,295m

事　業　年　度

・ォ・　溢　面　h¥

平成9-20年
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農免農道整備事業(県営)

.、、、、.、 地 区 名

rg -分 ＼＼

I
品 ¥(L 的 仙

lE

総 菜 仲 5 75百 万 円

・If 業 ‥らモ t 脇 道 L = 6 50 m

千.好 業 年 度 平 成 4 -- 17年

受 益 所 械 1 65 h a

農道整備事業(県営)

[.< ->

地 K '<¥
上 松 尾 地 区 外 2地 区

総 m 業 錐 7 9 2百 万 p

I, Jri 頗 道 L = 17▼0 40 m

:f 灘 *E 度 平 成 1 0～ 平 成 1 9年

受 益 ii 梯 3 2 8h a



海岸保全事業(県営)

＼ 地区名

区分 、＼、l
＼、＼

l 沖 新 地 区 外 3地 l.互

-

総 事 業 費 1,67紺 万円

辛 業 主辻 l 消波 二一二等 I.= 6.858m

辛 年 度 平成 15- 2こ1年

基盤整備促進事業(団体営)

L洋藤地区　外・け糾夏

総　事　業　費i　　　　　63的万円

l　　　　　排水路=3, 542m
li　　態　ill

事　業　年　度

受　益Ifli hi

用水路1.-2, 977m

脇道L=7,441m

平成11-16年

149ha

農地保全事業(県営)

I..I..地 区 名

朕 分 L、＼ ＼、.、＼
北 谷 尾 崎 地 区 外 5地 区

総 ‥3ji 業 費 3 , 9 4 11 万 円

千.ff 繋 .駅
'i ''・∴

f 戯 道 L = 7 . 2 5 3 m

事 業 年 度 L 平 舶 ～ 2昨

受 益 面 手出 2 6 9 h a

土地改良施設管理事業(同体営)

、、、1、、.、地区名

[< '}

l-
i 帆 的 外 Jl地 区

総 ::きff 文 典 i 7柑 万 円

4∫ 某 鳥を エンジンオーバー ホール他

・ 菜 年 度 平成 12- 20年
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(3)農林漁業振興資金貸付

ア　農林漁業振興資金貸付一覧

itll :i>　　持しり;†三

糾　合　7?
t苛し1・JけのりA..蝣:1こ1二t r.'fi

缶

ー　-　　　　~　　　-　　　　　　　　　1　-　~　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

(災掛こかかるも1
-, ij.r-ド,'1

iiWi　会　頭　ffine

vm脚580%以内
(共I.ij施設については
100%以内)

1日m&のSJMHB

3 、日男[ffiliaKSffl　用ォSj

lO0%以内)

jR逆サvi,iH !寸.-.mo、 脚iヨ'irJ

/l珪林汚余

閤
i
s
X
S
s

'

　

　

　

　

_

・

=

3

　

n

'

蝣

Z

<

z

水X il'il

DTKもト】dt:T

m

/"man糾:T

嗣mim琵m

銀　　　　子JJ,

Il注文協lサISl令

鎚　　　　fi

CI Xt&h畑L:T
tfit-Kち】 <m :T

fli　　　　( I

m皿mm調IMHIMfii

lOO%以内)

.ト*ftのSLlい..I 'I'-I

(Mォ湖人-r?については

100%以内)

蝣]蝣・蝣*. ftslso。。蝣ml-】

(川a以1-_のifii的li紫につ
いては100%以内)

I I UU/n七人Lへjノ
.　　-　-　- 、 - 、　、 -　-

・If栄典の80%以内蝣

テSi'*'、ハウス、サ/k.柄

;臥　¥Wi∴　C'-f l':ifi-('Art

搬Trの胞,没

火脚糸*'??安定乃公

称水、 /Jll臥　L]j除.貯蔵

fl:俄二㌔し'-> i;iiォi

rvt噌繊Iit j>

排うん'!た地川機11-、戯tt

rT,判Jf】機!'-. li/j除川機11-

1・l椎,AWIH奄1 1・'弓

wiiii凸材班会

帥I'm眺人. rtf仙'U'.'-

Dfl I勺　蝣'? '.Uffl fcil mIil'ltiこi?

A;IfiiUL. I'nき上. &I蝣り

m四m:関拒mAizr/wn旧

く'R施する家系、 HiiYi逓姉

川雑炊、資材、機械等の肪

人及び施l没の.没Ii'l二%

HL J'i iや　＼ lit .i)

'家　系　前　人　fl　食

前'i施.,iflrj>

ffi,'TLIiii'i蝣止芯1く:1SJ

l上の肋人等

前,.†ふ/L iii'Wii!!..1.よrt ;i>

tt ;!丁柁寸'一・- IlこiI

ft朋捕in" (roii'il)

機械岩呂H- (′,)

荏tjfi to　　小蝣I 'Mil1 1

棚<!¥ (サ)

稚爪('′)

l人につき300ノjfll以内

乳/ド(牝)
la'iiこつき35ノjT】以内

繋Kll':| 'ト

lsi.fiにつき35ノJf】

I.引aftにつき35ノjT)以内

旧日勤ロォMォaanォiUiaォB

内川/ド

1蛾につき30ノjT】以内

肉用妹子!卜1釧こつき】O/j"l"l」ユ内
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l件につき100ノjTJ以内
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1件につき100ノJ円以内

川こにつき200ノj円以内

1件につき100ノjTJ以内

Ift-につき1007;円以内

川ニにつき100ノjTJ以内

川I-につき500ノjF'】以内

払HSHE

年度内

3年以内

3年以内

5叶I'dl-]
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are圏w
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イ　貸付状況

I*　分　　　　　13　年　度

資金名　　-、→　　　　　件　数

戯林施設預金

兇梯m営安定資金

(ご上態代純a:i>

ffi林種苗貞材遊金

戯作物生産湛礎条件整備資金

戯業及び漁業後離者育成流会

純蝣/・蝣Ttf溝＼ォ金
家畜導入班会

f?f咋施.5uft

tfri-t:ふ/LI式・V!ll>I蝣ft,!上uこi?

畜舎移転ォ金

tl十*,U:Il.j`【1金

機械こそS'.'.tl:i?

発殖施設員金

種魚・稚魚虫金

漁船建造員金
合計

だ

O

 

C

D

　

-

r

r

 

C

O

 

n

3

　

-

r

*

[
*
*
.

Lq

tll

U

2

0

72

ご1-1

2

6

iflsi1

5,160

0

19　　　　30,000

211　　　271

O

 

C

D

　

-

z

r

　

1

1

　

n

u

　

7

　

イ

f

り

　

l

件

件

68

2.I

2

・ i

13　:

151

件

230,660

3　食肉センター

(1)概　　況

食肉センター(卸売市場)は、昭和4 0年に公営のと畜場及び市場施設として開設操業され、現在まで本県内外

の衛生的かつ安全な食肉の供給とともに、食肉流通拠点としての機能・役割を担ってきている。

近年、と蓄頭数の減少などに伴う厳しい経営状況の中、基礎調査を実施し、食肉センターの今後のあり方を検討

している。

(2)施　　設

所　在　地　　南熊本2I~臼3番1号

開設年月日　　昭和40年　4月(熊本市食肉センター)

昭和40年1 0月(熊本市食肉地方卸売市場)

昭和48年　4月「指定市場」

建築面碩　　鉄筋--一部木造　2. 909. 62m

敷地面稜　10, 454. 78rri

卑

720



(3)と畜頭数

(4)使用料及び手数料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仲仕門)
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4　観　光　物　産

(1)概　　　況

「森と水の都」と称される熊本市は,豊かな緑、清例な地ド水などの恵まれた自然と城下町としての永い歴

史と伝統ある地域文化に恵まれ、 lj本三名城の　つ熊本城に象徴される歴史都市として、また6 7万人の人Il

を擁し、多彩な文化を有する近代都市として毎年多くの観光客が訪れる観光都市であるO

熊本市は、九州の中央に位置し、束に「阿蘇くじゅうJ、 I-榔こ「雲仙天`勘　の_∴大間立公園を配する地理的

特性を活かすとともに九州新幹線の開業を追い風として、九'J'Hの縦のルート、横のル-トを結ぶ広域観光に取

り組んでいるO　また、 ・平成6年には「国際会議観光部血　の指定を受けm際観光都市づくりを推進するととも

に、固内外の大会・会議の誘致に取り組み、国際コンベンションシティとしての展開を図っている。

平成1 5年9月には熊本~「桁立会において「観光立市くまもと」都市宣言が決議され、市民が誇りを持ち、そ

して国内外からの観光客の方々に心地よく滞在していただくよう=ぉもてなしの心日を大切にし、個性豊かな

観光都市の実現を目標としたまちづくりに取り組んでいる。

牛射こ、 ・fi父1 6年3月に策定した、まちづくり戦略計11において、 「人々が集う元気なまち」を実現するた

め、 KUMAMOTO (クマモト)ブランドの確立」を掲げている。この「KUMAMOTOブランドの確立」

のために、今後5年間、特に鼠点的に観光コンベンションの振興を基本方針として施策の展開を図るO

(2)観光客の動向

(3)観光・コンベンションの誘致

ア　観光客誘致対策事業

広報宣伝

・羽田空港ビル内での観光宣伝

・宣伝広子及び各種印刷物の作成

・出版物による広報

各種旅行雑誌等への観光情報掲載

・くまもと観光推進協議会

熊本県内の市町村及び観光関連業界が一一一一体となって、熊本県のPRを広域的に行うことにより、その

相乗効果で熊本市への観光客誘致を図る。

広域観光ネットワ一一ク推進

九州が-・体となった宣伝をはじめ、九州を楓新・縦断した各都市とのIl銅事業による観光ルートの開

発・酎wを行うO　また、県内においても近隣町と共同で観光ルートを構築する。

ニ　‥　i f¥・　　i　　　　　　　　∴

・九州構断ル--ト観光都市協議会(3市:熊本・別府・大分)

・九州観光都市連盟(36市6町)

・熊本北部エリア広域観光推進協議会(i iff:細~:熊本市・植木町・-};凍町・天水町)
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都市m観光交流

姉妹・友好都市とそれぞれのまつりを通じて相互交流を行うとともに、本市の観光資源やイベントのPRを

行う。

・世田谷区民まつりへの参加

・福井市「越前時代行列。」への参加

・北九州市「小倉城まつり」への参加

修学旅行・宿泊観光誘致

・修学旅行用のビデオ及びパンフレットを活用し、北陸、 ISIP生　沖縄等へ修学旅行誘致:封云隊の派遣

・福岡県内等に向けた宿泊誘致宣伝二:|v業の実施

イ　海外観光客誘致対策事業

国際観光振興対策

・海外旅行博への出展

・外国語観光パンフレット(英.cf,.韓匝7語)の作成

ウ　コンベンション誘致対策事業

熊本[1際コンベンション協会が実施するコンベンション誘致活動に対する支援を行うo

エ　八雲P R

・ハーンが愛した熊本の夏"キャンペーンの展開と、 「ハーンの世界と怪談屋敷展」の開催。

(4)観光・コンベンション受入機能の拡充

ア　観光客受入対策事業

コンベンション協会への業務委託

観光案内所・観光情報センタ- ・外国人観光案内所・河内観光物産センタ-の運営

観光流動調査

観光おもてなし人材育成

市民対象の「おもてなし講演会&シンポジウム」の実施と、観光関連業界従事者に向けた接客・接遇研修を

実施し、観光に対する意識の啓発・高揚を図るとともに観光業界の質のレベルアップとホスピタリティの向上

を図る。

観光案内標識整備

観光標識現況調査の実施及び観光地を紹介するための各種案内板やEj的地への円滑な誘導を図るための標識

の整備を行うO

熊本城周遊バス・シャトルバス運行

熊本城をはじめ周辺の熊本博物館など文化施設を結ぶ熊本城周遊バスの運行の補助に加え、土曜・日曜・祝

祭日にJ R熊本駅～熊本城間を結ぶシャトルバスの運行を補助し、観光客の利便性の向上を図る。

イ　観光イベント関連事業

祭・伝統芸能の継承

・^「出ま一蝣)り

市中心街で繰り広げられる‥おてもやん=総踊りや江津湖での花火大会等
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・川尻精霊流し

H二戸時代中期から今日まで百数「年にわたって受け緑がれている。

・お城まつり「熊本城・お城まつり応援隊」

熊本城お城まつりの開催に合わせ、熊本城の魅力を内外にIJRL、歴史観光都市くまもとの啓発と誘客を図る。

(5)観光資源の魅力向上

ア　観光施設整備事業

税、・t施設Lrl維f.'fi -.こJ'l!

峠の茶屋公園、岩戸の里公園、野出の峠の茶屋公園、九州自然歩道利用拠点施設、九州自然歩道等の維持管理

を行う。

イ　物産振興事業

本市の物産の振興を図るため、大阪での物産展の開催や熊本市物産振興協会への補助を行うO

(6)熊本国際コンベンション協会

名　　　　　称

設　立年　月　F.1

日　　　　　的

事　　　　　業

it u

評　　議　　員

事務所の所在地

LtォX!i　田

財団法人熊本国際コンベンション協会

平成3年1 1月1日

熊本市及びその周辺地域の産業、技術及び文化、歴史などの資源を活用し、コンベンション

及び観光の振興を図ることにより、地域の産業経済の活性化及び文化の向上並びに国際相互理

解の増進に資することを目的とする。

コンベンションの誘致及び支援

観光客の誘致及び受け入れ

コンベンション及び観光に関する園外及び[卦勺への広報及び宣伝

コンベンション及び観光の企画及び調査

コンベンション及び観光に関する情報の収集及び提供

コンベンション及び観光に関する人材の育成及び啓発

観光施設内売店及び無料休憩所の管理運営

熊本県・熊本市からの委託による受託事業の管理運営

その他この法人の目的を達成するために必要な事業

埋　　事　18名〔理事長・副埋事長含む。 〕 (民間、学識経験者、県・市関係者)

理事長　　小堀富夫(㈱熊本放送名答会長)

副理E.Jf長　　副市長他3名

監　　事　　2名(収入役、民間)

2 1名(民間、学識経験者、県・市関係者)

花畑町7番1 ()号　産業文化会館

平成1 5年度末　1,016,200,000円

(民間　316,200,000円)

r拝　　業　　費　　′壬59, 206, 0001-1】
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コンベンション開催状況

年 度 ll l2 13 1-1 】5

件 数 283 1ト 25 6 3 19 309

人 員 ( 人 ) 180,590 17 1.960 168.▼136 】50. 298 日1▼652

火の匡はつり開催

郷土色豊かな市民総参加のまつりとして親しまれてきた「火の国まつり」も本年で第2 7回を迎え、多くの方

に参加を頂き、本市の大きな観光資源として、さらには、地域経済の活性化と観光客来熊につなぐべく盛大に間

fii-'T・サ。

名　　　称　「第27It-J　火の国まつり」

期　　　間　平成16年:HllFl (水) 、 12日(木) 、 13日(金)の3日間

主　　　催　(財)熊本国際コンベンション協会、火の国まつり委員会

会　　　場　ftjt勾目抜き通り、水前寺江津潮公園　他

行事概要

月日 8 月11日 (水) 8 月12 EI (木) 8 月13 El (金)

主

.希望の火採火式 C F ¥用石蟹行事 T K U 納涼花火大会

(金峰ll】少年自然の家) (交通センター センタl]l卜 ( L ;i:汁湖)

K K T 協賛行事 びぶれす広場)

(びぶれす会館) . 「洋楽フェスティバ′ル」with九州お ま

.開溝式典及び希望の火点火式 つりステP ジ (市民会館)

(交通センター センターコlト) . ー～K Iく協賛行号音

#
. F M lく協焚行:E.‥紅 (センタl70ラゲ泉の広場前)

行

事

(交通センタ～ センタlコlト) .各都市ミス . レディ観光P R

(びぶれす広場)

. K A B 協賛行二号好
(産業文化会館)

.おてもやん総おどり
(水道町交差点～

銀座通 り交差点)

(7)名所旧跡及び観光施設

ア　水前寺成趣園

清らかな水と日本式庭園の美しさで知られる水前寺戒趣園は、細川家3代忠利が「匡蘭のお茶屋」としてつくった

ものを、細川家5代綱利が現在のような大規模庭園に改修し成趣閑(約69, OOOnイ)と名づけた。この庭園は、桃山

式回遊庭園の代表的なもので、阿蘇の伏流水と言われる清らかな湧水は年明色えることなく、他の至る所からも湧き

出て、観光客、市民の憩の場所となっている。文豪夏目淑石もこの清例な水をたたえて「湧くからに　流るるからに

春の水」と詠んでいる。

イ　北岡自然公園

細川家歴代の淳提寺である妙解寺が設けられていた所で、明治4年に廃寺とされ細川家の別邸となり、現在は、自

然公関として公開されているo間の奥にある3代忠利及び4代光尚の廟側には、殉死者の墓や森鴎外の小説「阿部--一

族」で有名な阿部弥車右衛門の墓がありく　数々の歴史を物語っている。
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ウ　立田自然公園

立間山の麓にある立e】自然公園は、細川家の酎是寺泰勝寺跡である。ここには、初代藤孝及びその夫人、

2代目忠興とガラシャの名で広く世に知られるその夫人をはじめ歴代藩i:の墓があるo

賢夫人として知られるガラシャ夫人は明智光秀の娘で、キリスト教に帰依し貞節をもって・ ・生をつらぬいた。

今なお、夫人の墓を訪れる内外の客は後を絶たない。

また木立の中には風流を極めた茶室「仰松軒」があるO

エ　本妙寺

九州におけるn蓮宗の名刺として知られる加藤家の酎是寺本妙寺は、熊本城の北西約2km、城をのぞむ中尾

山の中腹にあるo　境内には、清正公をJ肥った浄池廟、清11三公の肖像画や遺品を納めた宝物館、清11三に殉死した

大木土佐守や金宵の墓などがある。 7月2 3日に行われる頓写会には、夜を徹して参拝の人波が続くO

オ　藤崎八旗宮

熊本市民の氏神として親しまれている藤崎宮は、承平5年(9 3 5年)の建立といわれ、応神天皇(-・の宮) 、

住吉大神(二の宮) 、神功皇后(二の宮)をinっている。毎年9月1 5[:]Iこ行われる大祭では,武者行列や獅

子舞、それに若者たちの勇壮な馬追いが町に繰り出すo　社殿には重要文化財の木造僧形八幡神や木造女神の座

像等がある。

力　武蔵塚

剣聖として大衆に親しまれている宮本武蔵は、細川忠利に招かれて、晩年を肥後で送り、その生涯を千葉城

跡(現在のNHK)で閉じた。その墓は、江戸参勤交代の威儀を拝したいという武蔵生前の希望により、大津

街道沿いに選ばれたと伝えられている。

なお、武蔵塚がある武蔵塚公瞳=ま大規模な改良整備のもと、 F1本庭園や茶室・東屋の他、公開のシンボルと

して武蔵のブロンズ像が建立されているO

キ　霊巌洞岩戸観音・五百羅漢

金峰山の拘麓にあり、剣聖宮本武蔵が「兵法五輪書」を記した洞窟で観音が配られている。この横には、石

Ir_了善が2 4年の歳月を費やして刻んだと伝えられているEll!羅漢もある。

(8)くまもと工芸会館

くまもと1二芸会館は、本市の「l二芸産業の振興及び発展」を図り、もって地域社会の活性化に資するための

拠点施設として建設したものである　KUMAMOTOブランドの確立のための後継者育成に力を入れるとと

もに、各種工芸教室の開催や、工芸品の紹介等を行なっている。

また、古来から口々の暮らしの中で育まれてきた伝統的_一二芸、新たに展開されつつある創作工芸を通じて本rff

の生活文化を学ぶ機会を提供している　4'-fi文1 3年4f=こ会館をリ二ュ-アルし、実演`1二房等の設備を拡充し

た。

所　在　地　　川Kl口:13番58号

敷地面積　　　　898. 18m

駐中現iffi拙

建物面積

開設年月日

建設費

増築年月日

主-*蝣-'I.
蝣^liV.価
自主事業

1, 963m

1, 646n了

平成3年7月30日

53(上　072千円

平成1 3年4月3日　　建　設　費　127, 467千円

1ふ>i !ノ∴ ill]作'.!・}∴t'川l.Y.1ら　nYL刷自-'j'、 -サi'; " ∴ IK一示!!蝣><・七二11一十7-A

伝統_一二芸品から現代i二芸品まで、熊本市`1二x¥"産業振興協会会員の作品を常設IM>jミしている

ほか、伝統1~二芸上目粧好業,自1三イベント等を開催。

夏休み親T・クラフト教室,成人向け1-.芸教室(陶芸教室他)等、各種クラフト教室を実施0
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5動植物固

く1)概要

熊本市動物(縮ま、昭和4年、水前寺公園の東側に開園以来市民の憩いの場として親しまれてきたが周辺の都市化と.

敷地の拡張も困難となったことから昭和44年現在地に移転し、平成3年には、隣接地に整備を進めていた都市線化

植物園と一体となり熊本市動植物園が誕生し、多くの人々に愛され親しまれているO

自然環境の荒廃が深刻化している今日、希少動植物の種の保存、環境教育の場として、動植物園の果たす社会的役

割はますます重要なものとなっているO重用勿園施設は既に35年を経過し、施設の老朽化が著しく又、市民二-ズの

変化と多様化に対応するため、展示方法を含めた再編整備が急務である。

平成13年度に巾偏整備検討委員会の提言を基に魅力ある動植物撞腰備を進めるため「生命の鼓動に感動し、豊か

な感性を育む動植物園」をテーマに基本調査を実施し、rU民の憩いの場としての役割と共に、生命の尊さ、自然の大

切さを楽しみながら学習できる社会環境教育の場としてなど、幅広く活用できるよう整備を図る。

(2)施設概要

所1′L三地nr-iisTH「1*-1nrコ一号

敷地面積241,802.91m

開園年月日昭和4年7月26日(昭和44年7ftlEl移転開聞、平成:川三4月1日に動植物園新設)

飼育動物は乳類49種262点鳥類54種654点

僅虫類14種113点画/=E寿子0種0点

計117種1,029点

植物園花地4,315n了芝生28,216mバラ201m

高木4,300本低木35,400本生ffi406m

地被類441m花の休憩所284種2,200点

動物資料館　　竣　　　　L

itt　　　　城

建　築　両　税

F k　　面　　fi'i

tft　　　　造

主　壮Ilk

六r.i".

花の休憩所　　竣

jft

建 面s
*

押
　
し
　
成
.
柏

りミ　ifii k'<

補　　　　遺

`:l三要施設温室

総　_r_　費

飼育管埋センター

竣　　　　_!二

!*

蝣iL　鼻　面　帖

平成元年7月31日

'lZ成元年9JJ 3 0[1

1, 634. b om

1, 288. 3 1 8m

鉄筋コンクリ-ト造平家建

嘉;;;Zh卓**: Vf別lliホ生　し'/+V--II-ム

研究室　ロビー(江津湖に住む魚類の水槽)

500, 000千P-]

平成3年3月25E-1

平成3年10月1日

2, 706. 538n了

2, 388. 773n了

鉄筋コンクリート造2階建　一部鉄骨遺

展示室　ガイダンス

1, 280, 000千日

平成8年5月15日

平・成べIL「71| 1 .->[1

446. 4　2m

- JTT



床面頼672.38m

野外放飼場105.4Orri

構造鉄筋コンクリート造2階建

主要施設診察室手術室検疫室解剖室研修室検査室等

総r_費290,000千円

縁の相談所竣Ll~二昭和60年1()月7日

建築面積1,078.162n了

床面械1,079.199m

構造1F鉄筋コンクリート造

2F鉄骨遺

i要施設相談室会議室試験室事務塞

総`~1二費300,285千円

遊戯施設モノレ一一ル、メロディペット、スーパーバイキング、観覧車、新幹線、ティーカップ

ミラーハウス、チェーンタワー、メリーゴーランド、小型乗物、子供列車

駐車場普通車750台バス17台

人間料(平成9年1()月改訂)

〔個人〕〔団体〕

大人・高校生300円240円

小・中学生100円80Hただし、市内の小・中学生は名札

又は生徒手帳持参の場合、無料)

幼Ill
'L.無革.i
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6　競　輪　事　業

(1)概　　要

本市競輪事業は昭和2 5年7月、財政再建と戦災復興事業に寄与することを酎杓として発足し、その後、昭和3

7年4月自転車競技法の恒久立法化、同年1 0月競技実施団体としての自転車競技会が発足するなど事業の運営面で

確聞たる基盤が築かれた。

全国の公営競技の売上は、競輪に限らず減少傾向にある。そのような中で、本市競輪事業は、記念競輪開催時の場

問場外発売のみではなく、普通競輪開催時にも場問場外発売を展開させるなど売上の増加を図っている.

その--方で、ファンサービスの充実、魅力あるレースの提供、特別競輪の誘致など、フアンの二-ズに応じた事業

展開を行っている.

事業発足より現在までにおける売上額は、総額7, 8 5 6億円余、熊本市財政への繰Hi金総額は6 2 0億円余の巨

額に上り土木、教育、住宅等の公共施設の建設、福祉の充実等の貴重な自主財源として本市の財政に多大な貢献をし

ている。

現在の競輪事業を取り巻く状況は非常に厳しいが、本市発展の一助として収益を確保するよう運営を行っている。

(2)施　　設

所　在　地　　水前寺5TE=123番1号

開設年月　　　昭和25年7月

敷地面積　　43, 181. 63m　競争路1周500m

駐　車　場　　　20, 842. 35m (1, 210台収容)

投　票　所　　　8カ所　　　窓「1 178

支　払　所　　　8カ所　　　窓口　　70

観　覧　席　　定　員　14, 000人

般　　3, 300人

＼l_　　　見　9, 065人

特別観覧席　1, 635人(昭56. 4開設)
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(3)競輪事業の実績

一一、一、-㌔-　　　　年度

Iく　蝣蝣]蝣　　　　　-　、、

[3甲　催　回　数
開　　催　　tj　　数

入　　場　　者　　数

入　場　料(普通席)

〝　　(特別席)

車　券　発　売　金

そ　の　他　の　収　入

前　年　度　繰　越　金

支　　出

経　　K　　様　　Vi

開　　催　　羅　　Vi

交　　　付　　　金

施　　設　　関　　係

I--一般会計繰出　金

350,689

lT, i)31

67,435

21,971,491

(33,1 ・1

257,770

393,242

19,369,050

,519,829

343,973

,100,000

350.790

iflS

15,289

57,蝣100

19,211,559

753,512

313,910

403, 2-ll

17,301,032

1,253,106

・1:日, 079

800, 000

rj r:

70　　　　　　　　　70

271,301　　　　　250,822　　　　　223,240

r- n:

13,565

46.728

18,610,516

772.371

180, 2-12

347,468

16,800,458

1,190,213

263,196

700, 000

T円　　　　　　　千円

12,541

11,948

35,228,730

702, 206

322,090

1,162

36,877

14,ト19,911

731,21-1

ト18,919

218,415

32,ご172,526

2,015,396

752,260

700, 000

166,364

1-1,051,184

609,521

215,よ123

150,000

(4)競輪事業収益金の使途



7　熊　　本　　城

(1)熊本城のあゆみ

加藤清正が、関ケ原の戦いのあと、慶長路(1 60 1年)より7カ年の酎沌かけ完成させた熊本城は・

馴二な天守閣や独得の曲線を持つ石垣などで名城の-・・机加藤家の治世は2代4 5年で終わり、その後入封

した細川家の居城として、 240年を経て明治に至るo

築城に当たり清正は数々の実戦の経験を生かし、城の各所にいろいろな苦心を払った。

まずイ路を肥後棚をのぞむ茶融に選定し、 、棚にひろがる城下町をも城郭とする平山舶形式としたo

また防備の面では、清IE石垣と呼ばれる堅固で特光の勾配を持った-をめぐらし、桝を考慮しての城内1 2

0カ所余の井戸、成長の早い榎や椋の植樹、畳の芯に食糧となる芋の茎を使うなど数々の配慮がみられるo

このようにして築かれた熊本城は、周囲5. 3kmに及び、櫓49、櫓門18、矧-】L]29を数えたと言われるが、

惜しくも明治1 0年の西南の役で天守閣や本丸御殿などの主要な建造物を焼失したo

その後、昭和3 5年8月wIE公3 50年祭と市制70if三を記念して総工酎億8, 0 0(用冊もって天守閣

が醸された。昭和5 6年1…こは-の役1 0 0周年記念事業として西大手柳が復元されており、平成元年

には刷施行1 0 0周年を記念して6 0年ぶりの宇土櫓の大綱修復及び数寄-二階御広間の復元工事が完

了した。

そして、平成1 °年から本格的な歴史的建造物の復元に着手、南大手F撃はじめとする西出丸一朝の建造物が

既に完成し、現私飯田九五階櫓及び本丸御殿大広間の復元を進めている。

(2)整備振興

城下町として栄えた熊本市には、多くの歴史遺産、伝統文化等が継承されてきたが、その中核となる熊本城

は、貴重な歴史文化遺産としてはもとより、本rfrf音大の観光資源として、更には「森の都」を印象づける緑の

拠点として、今日まで市民や訪れる多くの人々に愛され続けてきた。

そこで、これまで熊本城の保全・復元に努めてきたが、今後は、市民に地域の誇りと心のゆとりを提供する場

としての価値をさらに高めるため、歴史的建造物の復元をはじめ総合的な整備・振興を図るo

ア　復元整備

(D　整備方針

・歴史的建造物の保存と復元

史料に基づき、歴史的建造物の保存・復元を行い、歴史遺産としての価値をさらに高めるo

・都市の潤い空間としての環境整備

熊本城の原風泉を守りながら、豊かな緑を育成し、都市の潤い空間としての価値を高める。

・サービス空間の創出

史跡に配慮しながら、便益施設を充実させるとともに、歴史を学び、体験する機能を導入し、観光資源

としての価値を高める。

②　整備手法

・城域のゾーニング

城域を、本丸(保存・復元ゾ-ン) 、二の丸(緑の遊[封ゾ--ン) 、三の丸(歴史・学習体験ゾーン) 、

古城(観光客のエントランスゾーン) 、千葉城(文化交流ゾーン)の5つのゾーンにIK分し、それぞれの

ゾーンに見合った整備を効率的に進めるo

・整備期間

短期・中期・長期に分けて整備を進めることとし、短射杓には、築城400年にあたるw一成1 9年(2

007年)を目途に、天守閣へ至る通路(聞御門・くらがりごもん)の上に建てられていた本丸御殿大広

間・大台所等の復元をはじめ、西出九一一帯の建造物や飯‖けIE階櫓などを復元する0
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③　熊本城復元整備基金

市民総参加のもと、復元酎firを進めるために、平成1 0年4周り設O広く国内外の個人、法人、団体からの

寄附を募り、熊本城復元整備の財源とする。

・募金実施期間　平成10年4月1Fト平成19年3j]31["I

・募金目標額　15億Ilj

・募　金　状　況

年 度 1 0 l l 2 1 3
I
{ 「l 1 5 累 計

城 主 欺 く人 ) 1】 2 . 6 3 9 1 , 6 3 2 2 , 0 5 6 , 7 0 1 1 ▼8 7 2

l

1 , 2 8 -1

S , 0 1 5 , 8 8 3

l l , 1 8 4

7 5 9 . 8 9 5 , 5 6 7募 金 額 ( 円 ) 1 4 4 , 6 -1 3 , 0 3 3
I

1 3 8 , 6 7 9 , 6 1 6 1 0 6 , 2 2 6 , 7 7 7 7 3 , 8 5 3 , 5 6 2 恒 8 , -1 7 6 , 6 6 6

イ　くまもとお城まつり

歴史と伝統に培われてきた熊本の文化に触れ親しみ、市民文化の振興を図るとともに.築城4 0 0年を視野に入

れ、熊本城及び熊本城復元整備を全国へアピールするO

夏のお城まつり　平成16年8月l日～31日

【主な事業】オープニングコンサート、熊本城シネマウィーク(映画上映会)、真夏の夜の怪談話、夜間ステ一一ジイ

ベント(杉山消費ライブ・古謝美佐子島唄コンサート・熊本城薪能「土蜘帆・怪談狂言「耳なしタ「」など)、本丸

御殿「昭君の間」再現展ほか

秋のお城まつり　平成16年10月15日～24日

【主な事業】

オープニング～城下町・夢のステージへ伝統芸能の祭典、熊本城太鼓饗演会、熊本城ふれあいフェスティバル、

神楽dcナイト、熊本城武道の祭典、フイナ一一レ(削蝣s蝣合唱ピクニック1 00人琴)、九州中央77榊丁村観光

物産展、 「草枕」匡ト際俳句大会ほか

(3)施設管理

ア　重要文化財

&^^m

宇　土

義

ra r

七　間

m
m
m
 
t
 
g
 
m

I空L Hi 良

91.4.65 m　　19.5 in

-19.96

66.99

162.ll

・16.・蝣壬9

源之進格　　　　108.40
r

束子八開檎　1　　23.i.70

北十八開梱　r H4.37

!i lll　的

q'一　　　輪

35.37

111.17

2.0　　　　242.44　m

6.蝣::ミ

iAl. O6

;i.丁二

fl c軸

unHWl
n

U

　

2

ハ

h

H

U

 

i

r

m

遷

北
南

監　物　牌　　　　110.33

不　間　門　　　　　　39.01　　　　　　72

純　　　　　　　　　t

三屑檎(内部五階、地下1一階)

単r田柄
JJ

EL

′l

幣層矩折絢

単層櫓

Ij> l{J川H'rW年

Iji l田柄

り

JJ

ll-Jl蝣・、トJ約円
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入園料　　高校生以上
小中学生

≡呂Ofl]

。P]冊相引30人以上2割引,

※　ただし、幼児および市内の小・中学生については無料

旧細川刑部邸との共通券　大人　640円　　小中学生　240円

開園時間　　午前8時30分～午後6時(4月　-10月)　午前8時30分～午後5時(llJj-3月)

(ただし、入園は30分前締切)

休園　El　　年末(12月29E】 12)ニ131日)

利用状況

駐車場　~二の丸雛市場　バス60台、普通帝160台

三の丸塔:摘,:場　バス10台、普通車123台

宮内駐帝場　普通J|i41台

桜の馬場駐車場　普通車168台

イ　旧細川刑部邸

概　　要

旧細川刑部邸は、 iE保3年(1 64 6年)藩主細川忠利公の弟・刑部少輔興孝を初代として興った武家の屋敷

で、束子飼町にあった建物を平成2年度からの「ふるさとづくり特別対策事業」により約4カ年かけて城内へ移

築復元したものである。この蒼重な文化的遺産を保存するとともに、歴史資料を収集し、これらを広く市民の観

覧に供することを目的として平成6年in 1 5hから・般公開されている。昭和60年に熊本県重要文化財の指

定を受けている。

施　設　内　容

所　　在　　地

開設年月　日

敷　地　面　積

建　物　面　積

建物延両棲

梢　　　　　造

主　要　施　設

r桐　畑Il'f　問

休　館　　E~l

古京町3番1号

平成6年1月15[El

20, 000　m

1, 058. 86m

1, 343. 20rr了

木造平家建( ・部2階建)

二l三屋、茶室、台所、長屋門、 ・自蔵他

管理棟、ポンプ室、電気室

′自拍8時30分～午後6時(川～10月)　午前8時3()分～′F-f.麦5時(l川～3月)

(ただし、入館は30分前締切)

年末(12月29Fl i2;蝣]3in)
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入館料並びに
施設使用料

利用状況

高校生以上　300円
小Ll:i'r:一主　　1日0円

(川体割丁出3 ()人以上2割引)

ただし、幼児および市内の小・中学生については無料

熊本城との共通券　大人64(川l　小中学'k24(津j

喜遊亭(茶室) (午前) 2, 700日(午後)3, 80(川j

庭　園　　　　　1m lllにつき36円

年 度 lt 12 13 「.I 15

来 館 者 数 (人) 0, 195

6

23,-112 27,5 日 28,222 32,9 2こ1

茶 室 使 用 件 数 (件) 2 1 1

6,257,860

0

入館料 .施設使用料 (円) 7.ご198,772 5,679,056 5,929.7 2-1 6ー3 18,040

ウ　肥後名花園

熊本城内竹の丸一帯の肥後名花柳ま、伝統ある旧麦六花の純粋品種をより多く後世に残すため、昭和48年に

造成し、その保存・栽培を行い、観光客や一般市民に親しまれているO

肥　後　菊

JJ巴托<l tS fiii

肥後朝　顔

肥後　*5　薬

肥　後　椿

肥後山茶花

正式5間花触こ50品種を栽培　　　　　　　観賞1 1個一旬

7間花地5段に9用種700株を植え付け　　観賞　6月上旬

19品種を500鉢に栽培　　　　　　　　8月に展示会

7間花地4段に25品種7°株を植え付け　　　観賞　5月上旬

約900m<D耐由こ51品種190本を植え付け　観賞　3月

約360mの面榔こ1 4品種73本植え付け　　　観賞1 1用句

-284-



8　農　業　委　員　会

農地等利用関係の調整

ア　農地に関する許認可事務

農地法に基づく各種権利の誇蝣JU.立、移転及び転用についての許認可並びに証明事務を行っているO

農地法関係申請処理状況(平成1 5年度)

"S.i



農地法第4 ・ 5条・許可不要用途別転用実績 (平成1 5年度)
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鉱　　　　　　　　　　業
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ー

1⊥__ u

9,051

41 !　　　　　15,950

2,929 :　　　　　　　2.032

蝣a 1, 25・t

188,433　　　　　　　335,073

了,649　　　　　.46
1

94,516】　　】805

247,912　　　　　47.36

350. 077　　　　　66.87

2.00

3,204　　　　　0.61

更g　　　い1

,261

I 1昌意「三
__　_ 1　　　-ー　_

41,674 !　796

23.977　　　　　　4.58

328　　　　　　0.06

4,961　　　　　0.95

21,品　　　0. 42

3L4`‖　　　　　6.01

880 !　　　I.17

ll,953 I　　　　2.28

3.蒜T~ "石高

80,488　　　　15.37
-　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　-　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　-　-　-

聖聖　18.41
3,637】　　069

( 1 )農地調整事務処理事業

戯地の利用関係の紛争に係る和解の仲介処理を行っているO

( 2 )国有農地管理処分事務

国有戯地の買収、売払、貸付等管理処分とその対価徴収事務を行っている。

( 3 )農地流動イ抄幽魂怠合推進事業

戯地洗裾ヒ目標を達成するため各関係機関と連携を図り、戯地のiH L手・受け手の意向等の把捉と戯地所動化調査分析に

よって事業を推進するo
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(4)農地利用集積実践実績

担い手へのガ射出の利用集権を促進するため、ぷ男山の利用・税制等に関する専門的な知識を備えた集損促進

委員を設置し.農地の11.1
illL手・受け手の計画的、効率的な結び伸ナ活動を推進したa

農地利用集積実践実績(平成15年度)(料)!.‥rri)

(5)農業者年金業務

農業者の老後生活の安定、経営移譲による農業後継者の育成、確保と経営規模の拡大を目的とする業務を
行っている。

(旧制度)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成16年3J=] 31 E】現在)

押 別 子・i 期 JT.

受 糸s n

ft ,il
結 移 i浪年会 怨で tf V.舵叶令 特 例老齢 付会

人 数 172 2, 296 1,2 65 9 54 77

(新制度)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成16年3月31日現在)

柵 別

加 入 .拝

ゼ W ; tff T .汁

nS ffl iii「＼廿 政策支援加入.#

人 数 17 9 79 10 0 0
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